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門で、カメルーンの都市社会
や、都市と農村関係などを研
究しています。最近は、沖縄
の模

も あ い

合という庶民金融や祝儀
文化の研究もしています。
池亀⚫多様 な 研究者 を 抱 え る
ASAFASですが、だからこその「推しのポ
イント」といえるものはなんでしょうか。
古澤⚫教員も学生も多様で、専攻する地域を
調べるにしても、ディシプリン（専門）を超えた
視点で他分野の先生方の研究成果を取り入れ、
自分なりにカスタマイズして、独自のテーマ設
定ができることが魅力かな。
黒田⚫グローバル専攻には三つの講座があり
ますが、ゼミは一つ。院生室もおなじ。だから
他の地域の情報も容易に交換できます。
平野⚫しかも、特定の地域と5年間一貫して向
きあい、理解を深めることができます。
古澤⚫5年のカリキュラムだから、修士課程を
無理に2年で終わらせなくてもよい。
池亀⚫自分のペースが許されるのは大きな利
点ですね。長くフィールドにいて、3年目に予
備論文を出してもよい。5年間の学び方は比較
的自由に決められる。それに理系と文系とが
同居する文理融合のバランスもよいですね。
　そういうなかで、アジア・アフリカを研究す
る意義はなんでしょうか。

平野⚫たとえば、日本は少子化が深刻ですが、
アフリカは人口急増の課題を抱えています。そ
ういうアジア、アフリカの国ぐにには勢いがあ
る反面、だからこその課題がある。社会変動も
大きい。おもしろい課題・テーマがいっぱい見
つかります。
黒田⚫変動する世界を、自分たちの国・地域の
価値観で見てしまいがちですが、それぞれ
の地域ならではの背景、歴史があ
る。世界の問題を解決するに
は、現地のことを知らないと
いけない。やはりフィール
ドワークでの研究がだいじ
ですね。
古澤⚫アジア・アフリカ地
域の多くは熱帯地域。日本
とは異なる世界では、異なる課

来たれ！ ASAFAS へ
ASAFASに集い、世界に羽ばたく

アジア・アフリカ地域研究研究科 
研究科長  山越 言

古澤拓郎
東南アジア地域研究専攻 教授

平野（野元）美佐
アフリカ地域研究専攻 教授

黒田彩加
グローバル地域研究専攻 准教授

池亀 彩
グローバル地域研究専攻 教授

ゲスト

進行

　1998年の設立以来、ASAFASは一貫してフィールド
ワークを重視してきました。学生も、教員も、ASAFASに
所属する研究者のほとんど全員が、フィールドワークを
何らかの形で研究に織り込んでいます。このような組
織は、世界的にも極めてユニークだといえるでしょう。
文化人類学や生態学など、もともとフィールドワークを
基礎とする研究分野だけでなく、実験系や文献研究の
分野の研究者も、対象地域に出かけていきます。
　その地の気候に特有の空気を吸い、土地の匂いを
嗅ぎ、地域の食べ物を食べ、現地協力者と地域の言葉
で語り合うことで生み出される研究成果は、そうでない
ものとは広さと深さにおいて大きく異なるのだとわたし
たちは信じています。
　このように、やや「とんがった」特徴をもつASAFAS
の教育・研究は、先頃のコロナ禍で大きな打撃を受け
ました。学生や教員の研究計画は、それぞれ大きな変
更を余儀なくされました。いっぽう、オンラインツール
を用いた遠隔調査や、SNSを研究対象にする新しいア
プローチなど、海外でのフィールドワークを補完するさ
まざまな工夫がなされました。ASAFASの教育・研究は、

コロナ禍を経てたくましく成長したといえます。
　ポスト・コロナ禍のいま、ASAFASもフィールドワーク
を再開しています。しかし、渡航費の高騰などで海外渡
航をめぐっては強い向かい風が吹いている状況です。
資金や時間がかかるフィールドワークは、「コスパ」の
よい研究手法ではないのかもしれません。しかし、わた
したちはやはり学生のみなさんに、現地でのフィールド
ワークを勧めます。
　各国でナショナリズムの火の手が上がり、地域紛争、
貿易摩擦、移民批判など、大戦期や冷戦時代に回帰す
るように国境の壁が高くなりつつあります。SNS等で根
拠のない情報が飛び交い、世情に強い影響を及ぼす
いま、あえて国境を越え、自らの身体で世界各地の現
実を体験することの意義は、むしろ高まっていると思う
からです。
　これからの世界を展望する鍵は、グローバルサウス
に、アジア･アフリカにあるはずです。いまこそ、来た
れ！ ASAFASへ。

池亀⚫３専攻から、30、40、50代のお三方にご
参加いただきました。未来の院生に向けて、ま
ずは自己紹介から始めましょうか。

古澤⚫もとは保健学が専門ですが、生態学など
を含めた理系的視点から東南アジアとオセア

ニアの島嶼部で地域研究を
しています。

黒田⚫中東・イスラ
ーム世界の宗教と
政治との関係が専
門で、主なフィー
ルドはエジプトな

どアラビア語圏の
国ぐにです。

平野⚫文化人類学が専

題が異なる自然環境のもとで起こっている。こ
の違いを体験することは必要です。
池亀⚫グローバルな課題が顕在化しているア
ジア・アフリカを研究対象に、多様なディシプ
リン・専門性の研究者たちがこれだけ多く集ま
っている大学院は、ほかにないでしょうね。
古澤⚫フィールドワークでは、言葉もちがえば

気温もちがう。匂いも空気感もすごくち
がう世界を五感で体感しながら地

域の人たちとどう一緒に暮らす
のか。フィールドでは、自分で
考え、意思決定し、研究上の課
題を自分で乗り越えつつ研究
調査を達成する。そこにやりが

いを感じますね。それがフィー
ルドワークの魅力。

黒田⚫フィールドを経験すると、人
格すら変わるような気がしますね。私自身

は大学院に入ってフィールドであるエジプト
に行ったのが、人生初の海外でした。フィール
ドに行けるというのは、奨学金などの体制が整
っていたからこそ可能でした。　
　私はイスラームの政治思想を研究していま
すが、現地でないと集まらない資料ばかりで
す。それに、思想というのは地域の人たちが育
んできたものですから、どういう社会の
どういう背景で生まれたのかを理
解するには、書き手も含めて現
地のいろんな人たちの話を聞
くのがいちばんですね。
平野⚫どんなに文献を読んで
いても、フィールドではじめ
てその行間が読めることがあ
って、思ってもみない論理や考
え方に驚くことがある。そのわく
わく感が研究を深めるように思います。

長くフィールドに通っていると、現地の友だ
ちも同じように歳をとってきます。暮らして
いる世界に距離があっても、この世界・時代を
同時に生きている感じがしますね。
池亀⚫院生で子どもがいるとか、子連れでフィ
ールドワークするとか、ASAFASはそういうこ
とを支援しようとしています。研究生活と自
分の人生設計との関係はどうですか。
黒田⚫私の在学中には、院生のころに結婚して
子どものいる人は普通にいました。研究もプ
ライベートも流れに任せて一緒にやる、そうい
う雰囲気の研究科だった気がします。
池亀⚫私は他大学の理工学研究科にいました
が、30年前だと大学院に女性がいること自体が
レアでした。
古澤⚫私の学生も子連れで、ご家族で仕事を調

整して、何か月か調査に行っていました。
池亀⚫「それはやめなさい」というネ

ガティブな圧力はASAFASにはあ
りませんね。がんばっている人が
身近にいるって、たのもしい。
古澤⚫とにかくフィールドワー
クは、誰にとってもだいじ。日本

にいても言葉を学び、文献から研
究課題を探すことはできますが、現

地に出かけて人と環境に触れるなかでこそ研
究課題が絞られる。学生から、現地に行ってみ
たら「こんなことを見つけてしまった」という
報告があるたびに、「そんな面白い地域がある
のか」って、こちらの好奇心も刺激されます。

黒田⚫ 初めてのフィールドワーク、初めての
海外は、やっぱりたいへん。でも、先輩がたく
さんいるし、大学院生も多い。調査地が違って
もフィールド経験のある人からアドバイスを

もらったりしながら徐々に慣れていきま
す。やはり生の情報は貴重。

古澤⚫理系だと、研究室ごとに学
生の調査地や調査テーマがすで
に絞られている場合もありま
す。うちは逆で、どこでなにを
研究するのか、学生には高い自

由度がある。
平野⚫フィールドに行く前にテ

ーマ設定をしようと学生に促します
が、行く前に考えたことと現地で出会う

こととは違うから、「研究テーマはフィールド
で変えてもよい」と指導しています。
　アフリカ専攻は、専攻全体で一つのゼミをや
っていますから、学生が現場で見てきた生の情
報を毎週のように聞けるのはとても貴重なこ
とです。国による比較もできるよい環境です。
いちど現場に行くと、学生は「現地ではこうだ」
と自信をもって語るようになる。見違えるよ
うになってたのもしい。
池亀⚫学生とはいえ、テーマを絞って、半年で
も現地で調査をすれば、もうその分野のスペシ
ャリスト、第一人者です。私たちも学ぶことは
多いですね。 （了）

ソロモン諸島の環礁で海面上昇について話を聞く

南インドのマドゥライでインフォーマントたちと。左は
名誉殺人のサバイバーで現在は反差別運動の活動家

16世紀末、サファヴィー朝の首都だったイスファハーン。そ
の繁栄ぶりは「イスファハーンは世界の半分」と賞賛された

平野（野元）
美佐

池亀 彩

自分のペースで
５年間を設計できる自由度は

ASAFASの推しポイント！

これだけ多様なディシプリンの
研究者が集まっている
大学院はほかにない

現地でもまれ、
見違えるように成長する
学生たちがたのもしい

フィールドワークを主軸とする5年一
貫制のASAFAS。世代も専門も価
値観も多様な4人の教員が集い、自
身が学生だったころの経験と、学生た
ちを送り出すまなざしとを重ねつつ、フ
ィールドワークの醍醐味を語り合った。
その表情には、一人の研究者として
フィールドに立つよろこびと覚悟、学
生たちへのエールがあふれている

現地に学び・育てられる日々。

研ぎ澄ませた感性が羅針盤

３専攻・教員座談会

古澤拓郎

黒田彩加

カメルーン最大のモコロ市場での聞き取
り調査の後、商品の薫製魚を前に、売り
子の女性たちと
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詳細はこちら https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/education/policies/

研究・教育活動を支える関連機関
⚫京都大学アフリカ地域研究資料センター
⚫京都大学東南アジア地域研究研究所
⚫京都大学フィールドステーション
ASAFAS附属センター ほか
⚫次世代型アジア・アフリカ教育研究センター
⚫イスラーム地域研究センター
⚫環インド洋研究センター
⚫ハダーリー・イスラーム文明研究センター
⚫ケナン・リファーイー・スーフィズム研究センター
⚫臨地教育・国際連携支援室
⚫キャリア・ディベロップメント室
⚫男女共同参画委員会

「男女共同参画委員会」の主な取り組み
⚫託児支援（託児・授乳スペースの確保）
⚫おむつ替えのできるトイレの整備
⚫子連れで仕事ができる「子育て交流室」の設置
⚫教育・研究活動と育児・介護の両立のための環境整備
⚫子育て・介護と研究の両立に関する相談体制の充実 など

研究指導分野の全教員が担当する研究演習
に参加し、自らの調査・研究結果を練り上
げ、独創的な博士論文に仕上げます。研究
演習では、徹底的な相互討議をとおして、学
生の創造的発想を促し、自立した研究を進
められるよう指導します。

ASAFASでは、女性も男性も安心して研究・教育活動ができるように「男女共
同参画委員会」と「子育てフィールドワーカー・ワーキンググループ」が連携し、
以下のようなことに取り組んでいます。そうした支援の成果もあり、ASAFAS
の女性比率は、教員は31.8%、学生は59.7%（2024年5月1日現在）にもおよび、い
ずれも京都大学ではトップクラスです。

学生たちは、他分野・他部局の研究者、一般
市民が参加する公開演習で研究成果を発表
し、広く社会に開かれた地域研究の重要性
を体得します。

教育理念

アジア・アフリカ地域に対する深い理解と
国際的・学際的視野をもつ先導的な研究者および実務者の
養成をとおして、地球、地域、人間の共生に向けて寄与します

ASAFAS

学生

指導教員

主指導教員

指導教員

相談・
研究指導

研究概論

課題研究

臨地演習

特殊講義

専攻内
講座科目

関連語学 専攻内
共通科目

研究科
共通科目

…………

…………

…………
…………

…………

…………

………………
………………

…………

¥
…………

ディシプリンの枠を飛び出し、分野横断の地域研究に！

指導教員群制の採用

多彩な講義をとおして、広範な専門的知識を習得

フィールドワーク重視のカリキュラム

「研究演習」での徹底的な討議

教職員・学生ともに高い女性比率

「公開演習」での開かれた教育の試み
研究科内のエクスプローラープログラムを
はじめ、学術振興会特別研究員制度や、民
間企業・団体などの支援制度を活用して、海
外への渡航費や現地活動費の個人負担を軽
減できるようにサポートします。

活動資金獲得の支援体制

必修科目の「地域研究論」と
「アジア・アフリカ地域研究演
習」をとおして、アジア・アフ
リカ地域研究に関する基礎的
な問題を理解し、アプローチ
の方法も学びながら、学部教
育で身につけた個別ディシプ
リンを活かしながら地域研究
の方法を学びます。

講義は専攻科目と共通科目で
構成され、原則として半期の
受講で必要単位を取得できま
す。１・２年次には各指導分野
の講義と特殊講義、専攻内の
関連科目を中心に履修。３年
次以降には、他専攻の科目も
受講できます。他域間比較を
視野に入れた広範な専門知識
を取得します。

学生は自らの研究テーマに応
じて３名の教員を指導教員と
して申告。そのうち１名が主
指導教員となり、責任をもって
研究指導にあたります。

ASAFAS は5年一貫制の博士
課程。5年間じっくりと研究に
集中できます。指導教員群と
の相互討論によって問題意識
を明確にし、主体的なフィー
ルドワークの成果をまとめて、
研究指導の認定を受けます。
こうした課題研究を積み上げ
ながら原則２年次までに博士
予備論文をまとめ、最終的に
博士論文を作成します。

ASAFAS

学生

指導教員

主指導教員

指導教員

相談・
研究指導

研究概論

課題研究

臨地演習

特殊講義

専攻内
講座科目

関連語学 専攻内
共通科目

研究科
共通科目

…………
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…………
…………

…………
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………………

…………

¥
…………

ASAFAS

学生

指導教員

主指導教員

指導教員

相談・
研究指導

専攻科目（A群）

関連語学

地域研究の
基礎

 他専攻・他研究科
開設科目
（C群）

専攻内
共通科目

各自の専門分野の
講座と演習

共通科目 (B 群）
…………

…………

…………
…………

…………

…………

………………
………………

…………

¥
…………

研究概論
課題研究
臨地演習
特殊講義

ゼミでの発表・討論

指導教員となり、責任をもって
研究指導にあたります。

ASAFAS

学生

指導教員

主指導教員

指導教員

相談・
研究指導 教員間の連携教員間の連携

研究概論

課題研究

臨地演習

特殊講義

専攻内
講座科目

関連語学 専攻内
共通科目

研究科
共通科目

…………

…………

…………
…………

…………

…………

………………
………………

…………

¥
…………

ASAFAS

学生

指導教員

主指導教員

指導教員

相談・
研究指導

研究概論

課題研究

臨地演習

特殊講義

専攻内
講座科目

関連語学 専攻内
共通科目

研究科
共通科目

…………

…………

…………
…………

…………

…………

………………
………………

…………

¥
…………

………………………………
………………

………………

¥¥

３つの専攻――広範な視座と専門性の深化

学びの特徴と方針
Curriculum policy

学生は講義と演習によって幅広い専門知識と研究
技法を習得し、自身の研究課題を見出します。主
体的な臨地実習と指導教員群による指導を通し
て、研究課題を解決する能力と論理的思考力、高
い倫理性と強い責任感を身につけ、先進性や創造
性、独創性に富んだ博士論文の完成をめざします。

学位授与の方針
Diploma policy

５年一貫制博士課程のプログラムが定める科目を
履修し、基準となる単位数（40単位以上）を修得し、
研究指導を受けながら、博士予備論文および博士
論文の審査・試験に合格することが、博士（地域研
究）の学位授与の要件です。

ASAFASの魅力

◦生態環境論講座
◦地域変動論講座
◦総合地域論講座

東南アジア地域研究専攻

◦平和共生・生存基盤論講座
◦イスラーム世界論講座
◦南アジア・インド洋世界論講座

グローバル地域研究専攻

◦生業生態論講座
◦社会共生論講座
◦アフリカ潜在力講座

アフリカ地域研究専攻

ASAFASの学び
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東南アジア地域研究専攻

植民地支配、ナショナリズム、開発、グローバ
ル化、民主化などによって、この一世紀ほどの
あいだに東南アジアに生起し、現代も進行し
つつある変容の諸相を総合的に研究。時代的
には近現代、地域的には東南アジアを中心と
しながらも、必要ならばより長い時間軸と広
い空間軸で地域の変容を考える。

 key word…
■地域歴史論
日本の東南アジア地域支配と直接的・間接的
被害／東南アジア各国と日本の関係の変遷
■宗教社会論
東南アジア社会の宗教と世界観／東南アジア
宗教論の基本語彙と重要論点
■地域相関論Ⅰ・Ⅱ
インドネシア政治変容（時代、他国比較較）／
国政・地方政治／人類学的理論と文化理論
■宗教史論
東南アジア島嶼部／イスラームの歴史的展開
／外部のイスラーム世界との関係
■地域変動論研究演習Ⅰ〜Ⅳ
東南アジア地域の発展と変動の諸側面ならび 
に方向性をマクロ・ミクロの両視点から総合的
に考察するための基礎的な問題とアプローチ
の方法に関する演習

近年の学位論文の一例（学位授与年度、講座）

活動のフィールド（一部）

生態環境論講座
小坂康之 准教授

地域変動論講座
伊藤正子 教授

総合地域論講座
R・マイケル・フィーナー 教授

https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/education/asia/

生態環境論講座ゼミには、教員・研究員約10名
と大学院生約20名が参加。長期フィールドワ
ークにもとづく研究発表に対して、メンバー
全員で自由に討論することで、研究内容の深
化と発表技術の向上をめざしている。月に１
回の専攻内3講座合同のゼミでは、専門分野を
越えた広い視野で東南アジアについて学んで
いる。私は農学や植物学をバックグラウンド
にしつつ、動物行動学や公衆衛生学などの学
生や研究者とも積極的に意見を交換している。

講座の仲間と知的探求の日々

1990年代前半、ベトナムはやっと国を開いた
が、北部山間部で調査した西側外国人はまだ
誰もいなかった。書籍でしか知らなかった少
数民族地域に入り、戦争がつづいた激動の20
世紀を中越国境地帯で生きてきた人びとに直
接に話を聞き、歴史の目撃者になれた気がし
た。国境を跨いで拡がる「民族の世界」も体感。
あれから30年。両国関係は変容し、もはや外国
人が北部国境地帯をうろつくことはできない。
あの時代に留学できた幸せを思う。

講義では東南アジアにおけるイスラームの歴史
を担当。そこではスルタンの出現、住民の改宗、
多様な文化表現の発展、ヨーロッパ帝国主義
の影響などの研究を通して、東南アジアのイス
ラーム化とバナキュラー化を探究。院生たちと
ともに海域アジア遺産調査 (MAHS)による遺跡
や歴史的建造物のデジタル一次資料も含めて
多様な資料に触れ、それらを深く理解するため、
考古学、人類学、言語学、比較文学、美術史、
社会学、宗教学などを幅広く取り入れている。

サモア

ウォリス・フツナ

キリバス
ナウル

マーシャル

ウェーク島

ミッドウェイ諸島

アイスランド

アイルランド

イギリス

アンドラ

アゼルバイジャン
ウズベキスタン

トルクメニスタン

キルギス

タジキスタン

アフガニスタン

カザフスタン
ウクライナ

モルドバ

ルーマニア

ベラルーシ

リトアニア
ロシア

スウェーデン

ノルウェー

オランダ

ベルギー

ルクセンブルク

ドイツ
ポーランド

フランス

デンマーク

オーストリア
スロバキア

ハンガリー

チェコ

エストニア
ラトビア

フィンランド

アルメニア
トルコ

イラク

ヨルダン

エジプトリビア

シリア
レバノン

パレスチナ
イラン

クウェート

サウジアラビア

イスラエル

ジョージア

ロシア

アルバニア北マケドニア

ブルガリアコソボモンテネグロ
セルビア

クロアチア
ボスニア・ヘルツェゴビナ
スロベニアスイス

リヒテンシュタイン

スペインポルトガル

サンマリノ

モナコ

キプロスギリシャ

イタリア

マルタ

アルジェリア

モロッコ

西サハラ

カナリア諸島

アゾレス諸島

モーリタニア

アンゴラ

ザンビア

ボツワナ
ナミビア

ガーナ

トーゴ ナイジェリア
ベナン

ニジェールマリ

ブルキナファソ

コートジボワール

ガボン

サントメ・プリンシペ

コンゴ共和国

コンゴ民主共和国

カメルーン

赤道ギニア

カーボベルデ

ガンビア
セネガル

ギニア

シエラレオネ リベリア

ギニアビサウ
エチオピア南スーダン

ケニア

ブルンジ
ルワンダ

ソマリア

コモロ

マダガスカル

フランス領極南諸島

南極大陸

モーリシャス

タンザニア

マラウイ

モザンビーク

セーシェル

エリトリア
スーダン

チャド

チュニジア

中央アフリカ

ジブチ

エスワティニ

レソト南アフリカ

ジンバブエ

ウガンダ

バチカン

ハワイ諸島

アメリカ

カナダ

アメリカ

ツバル

トンガ ニウエ

クック諸島

ツアモツ諸島

ライン諸島

フェニックス諸島

仏領ポリネシア

ガラパゴス諸島
エクアドル

コロンビア

ペルー

ボリビア

ベネズエラコスタリカ
パナマ

エルサルバドル
グアテマラ

ベリーズ

ホンジュラス

アンティグア・バーブーダ

ドミニカ国ドミニカ共和国

ハイチ
プエルトリコ

バハマ

バミューダ諸島

グリーンランド

メキシコ
セントクリストファー・ネービスキューバ

ジャマイカ

ニカラグア

ガイアナ

トリニダード・トバゴ

バルバドス

スリナム

仏領ギアナ

グレナダ
セントビンセントおよびグレナディーン諸島

セントルシア

イースター島

アルゼンチン
チリ

ウルグアイ

フォークランド諸島

サウスジョージア・
サウスサンドウィッチ諸島

パラグアイ

ブラジル米領サモア

ニュージーランド

東ティモール

インドネシア

マレーシア

フィリピン

ブルネイ・ダルサラーム

パキスタン

アラブ首長国連邦
カタール

バーレーン

オマーン

イエメン

モルディブ

タイ

ラオス
ミャンマー

ベトナム
カンボジア

モンゴル

中国 日本

韓国

北朝鮮

シンガポール

フィジー

ソロモン諸島

バヌアツ

ニューカレドニア

ノーフォーク島

グリーンランド
スヴァールバル諸島

ノヴァヤゼムリャ列島

現地の活動拠点
1カンボジア・フィールドステーション（王立農業大学）
2インドネシア・マカッサル・フィールドステーション（ハサヌディン大学）
3バンコク連絡事務所（CSEAS）
4ジャカルタ連絡事務所（CSEAS）

5インドネシア：スマトラ島アチェ州
6インドネシア：スラウェシ島
7マレーシア：ペナン州
8ブルネイ：トゥトン地区
9フィリピン：ミンダナオ島
⓾ベトナム：トゥエンクアン省ナーハン県
⓫タイ：北東部ムン川下流域
⓬タイ：チェンライ県

インドネシアにおける泥炭保全ガバナンスの展開と課題 ――リアウ州R村における経済的機会の偏向に着眼して （2023、地域変動論講座） 
多宗教・多民族社会における「共棲」の政治 ―南部フィリピンの日常生活、エリート支配、和平プロセス （2023、地域変動論講座）
現代ジャカルタにおける分断と秩序――路地バリアの普及に関する実証的研究 （2023、地域変動論講座）
From OVOP to OTOP and Beyond: Ethnography of the One Product Policy （2022、地域変動論講座）
Cutch Production and Sustainability of Acacia Catechu Forest Management in Myanmar （2022、生態環境論講座）
Creation of Modern Northern Thai Chronicles and Politics of Historiography （2021、総合地域論講座）
インドネシア・バンガイ諸島サマ人の漁撈における環境認識 （2021、生態環境論講座）
Hydropower and Socio-economic Development in Laos （2021、総合地域論講座）
The Evolution in Ownership and Business Practices in Thai Commercial Banking Sector since 2000s （2020、総合地域論講座）
タイ国チャオプラヤー河最下流部における外来カワスズメ科魚類の導入に伴う生態系および魚類資源利用の変容に関する研究 （2019、生態環境論講座）
Ecological Studies on Locally-managed Mangrove Forests in Taninthayi Region, Myanmar （2019、生態環境論講座）

教員・院生の調査地（一例）

⓭カンボジア： 王立プノンペン大学、王立芸術大学
⓮インドネシア： インドネシア大学
⓯ラオス： ラオス国立大学
⓰タイ：メーファールアン大学

協力機関、学術交流協定校など（一例）

民
族
村
の
高
床
式
住
居
で
、タ
イ
ー
人

の
伝
統
音
楽
テ
ン
奏
者
の
少
女
と

ス
マ
ト
ラ
島
で
初
期
の

ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
記
録

東南アジアの基盤をなす自然と人間活動の相
互作用により形成される生態環境を、自然生
態と社会生態の二つの分野から総合的に考
究。陸域と水域の自然環境、公衆衛生、農林水
産業、人間と動植物の関係などを、人間の生存
や開発との関連において明らかにするととも
に、生活世界を形成する価値意識・社会組織な
どを、生態環境との関連において分析する。

 key word…
■自然生態論 Ⅰ・Ⅱ
自然環境の改変／農業の近代化／農村の過疎
化／グローバルな企業活動／日本との比較／
人類の変化と適応／環境と健康
■社会生態論 Ⅰ・Ⅱ
行動生態学／動物の進化／熱帯生物資源の利
用・管理・保全
■人間生態学
ヒマラヤ地域の事例研究／生態が健康に及ぼ
す影響
■生態環境論研究演習 Ⅰ〜Ⅳ
東南アジアの自然環境と、それをとりまく社
会生態環境の特質を検討するための基礎的な
問題とアプローチの方法に関する演習

生態環境論講座 地域変動論講座

東南アジア社会の特質を、生態・人間環境分
野、歴史・文化・社会分野、および政治・経済分
野のいずれかを軸にしつつ、分野横断的に考
察。一方で、農林漁村や都市、世帯から、地域、
地方、国家、さらに越境し、グローバルな重層
的視点で、生活空間や生産現場でのフィール
ドワーク等に基づいて、東南アジア社会や地
域の抱える諸問題や個性、持続性を、実証的に
考察して新たな知見を得る。

 key word…
■東南アジア史論
東南アジア史のヒストリオグラフィー
■東南アジアの農業・農村
東南アジアの自然のメカニズムと変化
■水循環・風土論
人間活動と水循環の相互作用
■東南アジア経済論Ⅰ・Ⅱ
東南アジア経済の諸特徴と構造／産業発展論
■比較農村社会論 ■紛争と平和
■東南アジアのイスラームの歴史
■研究プロジェクトデザイン
■総合地球論研究演習Ⅰ〜Ⅳ
東南アジアの生態文化複合系の動態、社 会・文
化・政治・経済にまたがる動態とその相関、地域
固有の論理や析出展開論理に関する演習

総合地域論講座

東南アジアとアフリカはともに、①強靱な熱帯生態のもとで自生的な歴史を展開してきたという共通性があります。と
くに東南アジアでは、②国家を単位とする経済発展や社会変容が加速し、他方で国家を越えた地域統合が進展しつ
つあります。また、③急激な経済発展と連動しながら、生態・社会・文化が相関して新たな状況を生みだすという、多相
的な展開を遂げつつあります。このような地域特性と課題に対応し、3つの研究指導分野を置いています。

わたしたち、こんなことしています！

■東南アジア論課題研究Ⅰ〜Ⅲ
博士予備論文および博士論文の基礎となる学生の研究内
容について討議し、①フィールドワークの視点と方法を練
り上げ、②学際化と研究内容の深化をはかり、③総合化・
深化させるための演習
■アジア地域相関論特殊講義
チベットとブータンの歴史、社会、文化、宗教の概観、ブー
タンを含むチベット文化圏についての多角的な理解

■アジア臨地演習Ⅰ〜Ⅲ
①生態・社会・文化に根ざした地域の固有化を理解し、②
地域が直面する現代的諸問題を研究課題として発見する
ためのフィールドワークの手法を習得し、③フィールドワ
ークの過程で発見した研究課題について、国際機関や
NGO、研究機関等で研究発表や討論するとともに、必要に
応じて実践活動にも取り組む

専攻内
共通科目

東南アジア地域研究専攻の学生の研究課題一覧
https://www.asia.asafas.kyoto-u.ac.jp/students

参考  科目配当表とシラバス
https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/education/syllabus/

1

2

3

⓭

⓬⓰

6

⓫

75

9

8

⓾

⓯

⓮4

インドネシア（マカッサル）ミャンマー（バゴー山地）

タイ（ワット・プラタート
ハリプンチャイ）

フィリピン（ミンダナオ島）

インドネシア（東ヌサ・トゥンガラ州）

ベトナム・トゥエンクアン省の民族村でタイー人の道士と資料参照 東南アジアの初期イスラム教徒の葬祭モニュメントについての議論生態環境論研究演習のようす
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アフリカ地域研究専攻の学生の研究課題一覧
https://www.africa.asafas.kyoto-u.ac.jp/researcher/

参考  科目配当表とシラバス
https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/education/syllabus/

アフリカに暮らす人びとが長い歴史をとおし
て培った多様な文化的実践とその特性を、言
語的・非言語的アプローチ双方を活用するフィ
ールドワークによって把握。その知見をもと
に、現代の複合社会における多民族共存や地
域文化形成のメカニズムと、それを支えてい
る自然的、歴史的、社会的な基盤を解明し、ア
フリカにおける多元共生的な社会のあり方を
探究する。

 key word…
■アフリカ都市社会論
都市＝農村関係／植民地支配／グローバリゼー
ション／都市社会の動態
■相互行為論
現代アフリカ社会の自然的・社会的な資源利
用／相互行為を組織化する仕組み／経験的・
理論的な議論
■生業とものづくり
エチオピアでの生業活動（土器製作、農業、土
産物製作）／ヒトと「もの」の関係／外部者と
してかかわる調査者の可能性

近年の学位論文の一例（学位授与年度、講座）

活動のフィールド

生業生態論講座
佐藤宏樹 准教授

社会共生論講座
金子守恵 准教授

アフリカ潜在力講座
原田英典 准教授

https://www.africa.asafas.kyoto-u.ac.jp/

私たちは20年以上にわたり、マダガスカルの熱帯
林で動植物の生態を研究している。その森が2021
年の火災で失われた。地域社会に深く関わるフィ
ールドワーカーはその現状に対峙し、森林火災が
もたらすさまざま課題に学際的にアプローチす
る。被災から4年を経た現在、ASAFASの院生や国
内外の研究者とともに、森林では生態学や民族生
物学、火災跡地では土壌学や水文学、農村周辺で
は農学や環境社会学の調査を展開し、人と自然の
共生を探求する地域研究を実践している。

自ら採取した水・環境試料を簡易検査をする地域の人々

現代アフリカにおける生業活動を主な対象にし
て研究にとりくむ。講義では、エチオピアにお
いて日用品や農産物を製作・加工する人びと
が、素材を入手し、それを製作・加工、販売する
までの「ものつくりの過程」を検討する。素材の
性質やものの形態がヒトの行動に作用する点も
考慮し、地域研究におけるヒトーモノ関係を論じ
る。くわえて、講師が取り組んできた参加型生
活道路補修やコミュニティ博物館での活動を、
実践的地域研究の見方にたって議論している。

ザンビア・ルサカの未計画居住区は水・衛生の状
態が悪く、コレラのアウトブレークが散発。私た
ちはJICAの事業として、現地大学や地域の自治
組織、ユース団体、公衆衛生局などと協力し、地
域の人びとが「目に見えない汚染やリスク」を自
ら可視化することで、水・衛生の重要性を「教え
る」のではなく「実感」し、リスクに基づく改善策
を自らデザインす
る仕組みづくりを
めざしている。

エジプトリビア
アルジェリア

モロッコ

西サハラ

モーリタニア

アンゴラ
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ガーナ
トーゴ

ナイジェリアベナン

ニジェールマリ

ブルキナファソ

コートジボワール
ガボン

サントメ・プリンシペ

コンゴ共和国

コンゴ民主共和国

カメルーン

赤道ギニア

カーボベルデ

ガンビア
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ケニア
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ルワンダ
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マダガスカル

タンザニア
マラウイ

モザンビーク
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スーダン

チャド

チュニジア

中央アフリカ

ジブチ

エスワティニ

レソト

南アフリカ

ジンバブエ

ウガンダ

キゴマ州に生きる青少年の語り――ゆらぐタンザニア教育制度の活用と離脱 (2024、社会共生論講座)
モザンビーク村落部の変わりゆく水源と水利用――ニアッサ州の手押しポンプ導入村を事例として （2024、アフリカ潜在力講座）
職業訓練学校での修学が所得と雇用にもたらす影響――ケニア・ナイロビの学生・労働者を事例として （2024、アフリカ潜在力講座）
ウガンダ都市部におけるバイクタクシー運転手の自主組織と顧客獲得実践 （2024、生業生態論講座）
カメルーン東南部熱帯雨林における食肉類の保全生態学的研究 （2024、生業生態論講座）
カメルーンにおけるイスラーム関連書物の利用（2023、社会共生論講座）
Rural Road Accessibility and the Change of Enset Agriculture in Aari Zone, Ethiopia  (2023、社会共生論講座)
ケニア・ナクル県における契約農業グループの変容  （2023、アフリカ潜在力講座）
Participatory Forest Management for Sustainable Development in Southeast Cameroon （2023、生業生態論講座）
愛着と養育―カメルーン東南部の狩猟採集民バカの乳幼児と養育者の相互行為の民族誌  (2023、生業生態論講座)
サヘルの都市とゴミを運ぶ人びとの生活誌――ニジェール・ニアメ市の廃棄物行政と出稼ぎ民による家庭ゴミ収集 （2023、生業生態論講座）

現在、アフリカ54か国中30か国以上で、教員・院
生が調査中です。

【主な調査国】  エチオピア／ウガンダ／ガーナ／
カメルーン／ギニア／ケニア／コンゴ共和国／
ザンビア／ジブチ／セネガル／タンザニア／
ナミビア／ニジェール／ブルキナファソ／
マダガスカル／南アフリカ／モザンビーク

京都大学アフリカ地域研究資料センターと連携
し、アフリカ、ヨーロッパ、アメリカ、アジアの16
か国、24機関の大学・研究機関と学術交流協定を
結び、各国の研究者との交流をすすめ、研究活動
の促進に努めています。

【アフリカの主な提携校】  
ウガンダ：マケレレ大学
エチオピア：アジスアベバ大学
カメルーン：ヤウンデ第1大学
ケニア：ナイロビ大学
ザンビア：ザンビア大学　
セネガル：シェーク・アンタ・ジョップ大学
タンザニア：ソコイネ農業大学
マダガスカル：アンタナナリヴ大学

現地の活動拠点
1アフリカオフィス（エチオピア）
2エチオピア・フィールドステーション
3カメルーン・フィールドステーション
4ナイロビ・フィールドステーション（ケニア）
5ザンビア・フィールドステーション
6ナミビア・フィールドステーション
7ニジェール・フィールドステーション
8マダガスカル・フィールドステーション

教員・院生の調査地（一例）

協力機関、大学など
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農耕や牧畜、狩猟、採集、漁撈、商業、製造業な
どの生業の構造と機能、およびその自然的基
盤を学際的に分析。それらの生業と、より広い
世界の政治・経済・社会的な動きとの関係に着
目し、生計戦略や地域経済の特質を評価しつ
つ、現代アフリカにおける人間と自然の関係
のあり方を探究する。

 key word…
■農業生態論
アフリカ農業の現状／食料–経済–エネルギー
の複層的な関係性／持続可能な地域発展
■アフリカ環境学
アフリカの自然・社会環境の変化（人口増加、
都市化、資源開発、外資系企業、気候変動、自
然資源利用、選挙や法律の改変、土地制度）へ
のアプローチ手法
■生態史論
人間と生態系との関係（史）／生物多様性保全
／持続的地域開発
■地域生態論
地理的条件と歴史的経緯／地域固有の生態系
／生物や人びとの生き様の生態学的理解

生業生態論講座 社会共生論講座

アフリカが今日直面している種々の問題を歴
史的経緯と社会的動態のなかで同定し、アフリ
カ社会が外部世界との折衝・交渉を通して創造
し実践・運用・生成してきた問題解決のための
動的な力を「アフリカ潜在力」として評価しま
す。この概念を基盤として、現代世界の困難を
克服し、人類の未来を展望するためのアフリカ
発の知の様式と実践的な方策を探究します。

 key word…
■在来知と内発的発展
文化的資源としての在来知／人びとの集まり 

（新たなコミュニティ）の分析／農村、教育、博
物館、生物多様性、ものつくり、定期市
■アフリカ開発論
国家との接触の増加／市場の浸透／共同体の変
質／開発現象の内容、背景、影響／住民の主体性
■野生動物保全論
固有の歴史と動物観／グローバルとローカル
が交差する現代的問題として・の動物保全論
■水・衛生論
サハラ以南アフリカのWASHの現状 ／物質循環
と健康・環境影響／人・環境・社会の相互作用

アフリカ潜在力講座

アフリカ大陸は、①多様な生態系のもとで、伝統に基づいた独自の社会・文化を育み、自然と人間の共存関係を築いてきましたが、
今日の生活のありようや基盤となる生態資源利用のあり方は、グローバル市場経済や環境問題と無関係ではありません。また、②
多様な民族が共生するアフリカは、植民地支配を経て20世紀中葉以降に本格化した国民国家としての再編プロセスにおいて、民
族単位での分節化が潜在し、国家や社会の統合の基盤が脆弱です。さらには、③独立後のアフリカ諸国が開発政策や紛争処理、
環境問題などに取り組むさいには、「世界標準」の考え方を押しつけられることが多く、アフリカ本来の潜在力に根ざした内発的発
展の道を探ることが課題となっています。このような地域特性と課題に対応し、３つの研究指導分野を置いています。

アフリカ地域研究専攻

わたしたち、こんなことしています！

■熱帯病学　感染症、疾病の知識と感染予防対策
■実践的開発協力論　開発援助事業の受益者・現地行政官・開発

ワーカーの現状。開発ワーカーの思考、行動、役割、能力などを議論
■アフリカ政治論　アフリカ圏域の政治的事象の類似性を
「手がかり」にアフリカ政治への基礎的な理解を深める

■牧畜文化論　人間と非人間による場所の構成
■GIS分析実習　フィールドデータや衛星画像データの分析
■フィールド統計学　フィールド研究者が利用する統計学
■イノベーティブ・アフリカとSDGs　持続可能な開発の実現

に必要な、技術的・社会的イノベーションの推進のあり方、
コミュニティにおける在来知の形成について学ぶ

■アフリカ地域研究演習Ⅰ〜Ⅳ アフリカ地域研究にかかわる
①基礎的な問題の理解、②研究課題の構築、③総合的な
問題把、④先端的な問題の把握と博士論文についての相
互討論

■アフリカ臨地演習Ⅰ〜Ⅲ ①生態・社会・文化に根ざした地
域の固有性を理解し、②研究フィールドワーク手法を習得
し、③フィールドワークで発見した具体的な研究課題を国
際機関やNGO、研究機関等において研究発表、討論する

専攻内
共通科目

7

8
5

3 21

4

6

ガーナのケンテ布職人

リスク可視化ワークショップ後の参加者との写真　（ザンビア）市場での土器のやりとり（エチオピア）農村における有用植物の精油抽出（マダガスカル）

セネガルの漁村

女性たちの世間話（モザンビーク）

森林火災の跡地での調査
(マダガスカル）

チャイロキツネザル
（マダガスカル）

マルミミゾウ
（ガボン）
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イスラーム世界を構成する一体性と多様性な
らびにイスラーム世界に帰属する諸地域、と
くに中東、北アフリカ、中央アジア、東南アジ
アなどについて、思想・歴史・現代社会を総合
的に研究する。また、それらの地域間比較、国
際関係における「メタ地域」としてのイスラー
ム世界、西欧や北米におけるイスラームなど、
イスラーム世界の全域あるいは複数地域間に
わたるさまざまな諸問題を対象とする。

 key word…
■イスラーム世界論研究Ⅰ・Ⅱ
基礎の習得と基本問題の表現・発信能力の習得
■スーフィズム・タリーカ論Ⅰ〜Ⅳ
スーフィズム、タリーカ、聖者信仰に関する資料講読
■イスラーム社会経済論Ⅰ
イスラーム法の基本構造／イスラーム金融の歴史
■アラビア語原典購読Ⅰ〜Ⅲ
現代イスラーム世界の政治、経済、法、社会
■中央アジア地域研究論
旧ソ連中央アジアの近現代史、ロシア・ソ連文化
■オスマン朝スーフィズム論Ⅰ・Ⅱ
オスマン朝の思想書／スーフィズム文献の購読
■アジア・アフリカ・スーフィズム論
スーフィズムの諸相（思想研究・歴史研究・人類学）
■イスラーム世界論特殊講義
イスラームと現代イスラーム社会／現代イスラー
ム社会の諸問題に対するムスリムの認識と解決策

近年の学位論文の一例（学位授与年度、講座）

活動のフィールド

イスラーム世界論講座
帯谷知可 教授

南アジア・インド洋世界論講座
藤倉達郎 教授

https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/education/global/

「イスラーム経済」という不思議な響きをもつ新
しい経済実践に注目している。イスラーム経済は
資本主義の抱える多様な問題（格差、貧困、環
境問題など）を克服するためのオルタナティブ
を、イスラームの理念にもとづいて打ち立てるべ
く登場した新しい実践で、イスラー
ム教徒だけでなく、私たちも含
めた地球社会のよりよい未来
を創り出すための「知恵」がた
くさん隠されていて、その懐の深
さに大きな可能性を感じている。

エジプトでの新しいイスラーム型チャリティ実践の調査 娘はネパールの子どもたちとすぐに仲よしに

息子が3歳になる年から、ほぼ毎年、彼を連れ
てウズベキスタンで調査を重ねてきた。イス
ラーム・ヴェールに関する記憶について聞き取
り調査をしたときには、訪問先のご家族が子連
れの私を温かく迎え入れてくれて、1人なら入
れなかったであろう家の奥まで見せてもらえ
たことも。あるとき、私の姿が見えず不安にな
った息子が泣き止まず、みなを困らせていたと
ころ、年上のお兄ちゃんと仲良くなり、以来、
私抜きでも過ごせるようになるなど、私の研究
の歴史は、息子の成長とも深く関わっている。

初めてネパールの地を踏んだのは法学部生時
代、「学生ワークキャンプ」のメンバーとして。電
気も水道もない山の中で水牛を飼い、トウモロ
コシを育て、朝から晩まで力仕事をしている村
人たちが、右も左もわからぬぼくたちに、ひたす
ら明るく親切に接してくれたことに感動。以来、
専攻を文化人類学に変え、ネパールに通いつづ
けている。娘を連れて4回ほど渡航したが、ネパ
ールの人たちは、老若男女を
問わず、小さな子どもにと
ても優しい。

アゼルバイジャン

ウズベキスタン

トルクメニスタン

キルギス

タジキスタン

アフガニスタン

カザフスタン

アルメニア
トルコ

イラク

ヨルダン

エジプト
リビア

シリア
レバノン

パレスチナ

イラン

クウェート

サウジアラビア

イスラエル

ジョージア

アルジェリア

モロッコ

チュニジア

インドネシア マレーシア

インド

パキスタン

アラブ首長国連邦

カタール
バーレーン

オマーン

イエメン

ネパール

スリランカ

タイ

ラオス
ミャンマー

カンボジア

ベトナム

バングラデシュ

ブータン

シンガポール

1エジプト
2アラブ首長国連邦
3シリア
4イラン
5ウズベキスタン
6パキスタン
7ネパール
8ブータン
9インド
⓾スリランカ

⓫ベトナム
⓬インドネシア
⓭マレーシア

13～14 世紀ダマスクスのハンバル学派におけるスーフィズムの伝統と展開 （2024、イスラーム世界論講座）
生き方としてのパルダ――現代パキスタンにおける女性たちの経験 （2024、南アジア・インド洋世界論講座）
ラオス北部における中国バナナ企業家の適応動態 （2024、平和共生・生存基盤論講座）

15–16 世紀モロッコのスーフィーによる社会改革――タリーカ・ジャズーリーヤを中心に （2023、イスラーム世界論講座）

近代南アジアにおけるスーフィー伝統の継承と改革――アシュラフ・アリー・ターナヴィーの存在一性論に見るイブン・アラビー学派の潮流 （2023、イスラーム世界論講座）
西ブータン社会におけるシングル女性に関する人類学的研究――女性の宗教実践とライフコース選択に着目して （2023、南アジア・インド洋世界論講座）
北・西アフリカにおけるイブン・アラビーの言説的伝統――思想的源泉としてのムハンマドに焦点を当てて （2023、イスラーム世界論講座）
現代インド・ムンバイーの革製品産業――スラム工房ネットワークを通じたイノベーション （2022、南アジア・インド洋世界論講座）
感情経験と布の価値 ――東ネパールにおけるダカ織りの民族誌 （2022、南アジア・インド洋世界論講座）

教員・院生の調査地（一例）

⓮トルコ：ウスキュダル大学附属スーフィズム研究所
⓯マレーシア国民大学 経済経営学部
⓰スリランカ：ペラデニア大学
⓱ネパール：トリブバン大学
⓲パキスタン：パンジャーブ大学
⓳インド：開発研究センター（Centre for Development Studies）
⓴ヨルダン大学戦略研究センター

協力機関、大学など（一例）
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アジア・アフリカの地域社会に生きる人びとに
とって、平和的に共生し、自らの生存基盤を確保
することはどういうことか。この視点は地域研
究の中心的なテーマでありつづけるが、グロー
バル化の進行にともない、その様相はますます
複雑化している。本講座では、紛争・戦争の問題
や、それがもたらす環境負荷も含めて、平和的な
共生を実現し持続的な生存基盤を発展させる可
能性について、総合的な視点から研究する。
 key word…

■平和共生論の基礎
政治学の各地への適用可能性（紛争形態／国家形
成／ナショナリズム／政治体制／民主主義）
■中東の平和と戦争
紛争解決、和平プロセス／難民の起源と現状
■持続型生存基盤研究の方法
自然科学（農学・生態学・情報学）の基礎知識
■持続型生存基盤と環境
環境史／政治環境論／環境論／気候変動論
■熱帯乾燥域生存基盤論
中東・北アフリカ地域の生存基盤持続型システム
■現代中東・北アフリカ地域論
中東・北アフリカ地域の変容と地域システムの展開
■地域研究・文理融合論
南アジア、東南アジアの農業・農村変容の把握と分析
■難民研究
難民問題の多様なアクター間の関係性

平和共生・生存基盤論講座 イスラーム世界論講座 南アジア・インド洋世界論講座

アジア・アフリカ地域は、近年の急速なグローバル化のもとに大きく変容し、さまざまな課題（環境問題、持続的発展、貧困問題、地域紛争
など）を抱えています。この専攻では、そうした国際社会のさまざまな課題に関する研究と解決策に貢献しうる地域研究をめざします。とくに、
グローバルな展開をしてきた広域的な地域、すなわちイスラーム世界、南アジア・インド洋世界を主な対象としながらも、それらを越えたアジ
ア、アフリカの地域間比較、超域的な研究を重視します。このような対象地域と課題をふまえ、次の3つの研究指導分野を置いています。

グローバル地域研究専攻

わたしたち、こんなことしています！

■グローバル地域研究演習Ⅰ〜Ⅳ
①グローカリゼーションと地域の固有性の相関性、アジア・アフ
リカの持続型生存基盤、イスラーム世界および南アジア・インド
洋世界の特質を明らかにし、②基礎的な問題群を理解し、研究
課題を構築。③総合的な問題把握と演習を積み重ねる。
■グローバル地域研究論課題研究Ⅰ〜Ⅲ
博士予備論文の基礎となる個別課題について討議し、①フィー
ルドワークの視点と方法を練り上げ、②学際化と研究内容の深
化を図る。③博士論文の作成に向けて討論を重ねる。

■グローバル臨地演習Ⅰ〜Ⅲ
生態・社会・文化に根ざした地域の固有性を理解し、①地域が直
面する現代的諸問題を発見し、②フィールドワーク手法を習得。
③フィールドワークで発見された具体的な研究課題について、国
際機関や NGO、研究機関等において研究発表や討論を重ねる。専攻内

共通科目
グローバル地域研究専攻の学生の研究課題一覧はこちら
https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/research/themes/ #senkou03

参考  科目配当表とシラバス
https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/education/syllabus/

南アジア地域そのものと、環インド洋ネット
ワークのなかで相互に深い関係をもつ南アジ
ア、東南アジア、中東、東アフリカ、さらには東
アジアにも及ぶ諸地域を、インド洋世界とし
て広域的に研究。南アジア地域の固有の諸問
題を扱うとともに、南アジアを軸としてイン
ド洋を媒介とする全域あるいは複数地域間に
わたる多様な諸問題を対象とする。

 key word…
■南アジア地域論Ⅰ・Ⅱ
社会学・人類学の学説史の理解／南アジア地域研
究の論点整理と社会学・人類学研究の枠組み
■南アジア文化論
南アジア地域および他地域の文化理論の比較と相関
■南アジア政治論
印パ分離独立の過程／宗教ナショナリズムの台頭
■インド洋世界論
19世紀イギリス人外交官の旅行報告の解読
■ヒマーラヤ地域論
ヒマーラヤ地域研究の論点と研究の枠組みの議論
■南アジア・イスラーム論
ムスリムの動態／イスラーム世界全体への影響力
■アジア市民社会論
市民社会概念の歴史的系譜／グローバル市民社会論
■南アジアの環境と文化
南アジアの現代的諸問題と自然環境／ケガレと神霊
■ネパール語原典講読Ⅰ・Ⅱ

1

2

⓮

4

3

5

6
7⓱

⓲
8

9

⓳
⓴

⓰⓾ ⓬

⓫

⓭
⓯

平和共生・生存基盤講座
長岡慎介 教授

マレーシアの日常的な寄付文化

ラリトプル郡グシェル村（ネパール）

イスファハーン（イラン）ハリーサの丘から望む海岸線（レバノン）

イスタンブルのグランドバーザール 女性のライフストーリーを聞く（ウズベキスタンのサマルカンド市にて） 南インド・カルナータカ州の牛の市

調査に同行した娘
（当時7才）

見送りにきた息子と
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東南アジア
地域研究
専攻

教員紹介

竹田 晋也　Shinya TAKEDA
takeda.shinya.4s@kyoto-u.jp

古澤 拓郎　Takuro FURUSAWA
furusawa.takuro.3w@kyoto-u.ac.jp

小坂 康之　Yasuyuki KOSAKA
kosaka.yasuyuki.8c@kyoto-u.ac.jp

木下 こづえ　Kodzue KINOSHITA
kinoshita.kodzue.8v@kyoto-u.ac.jp

山崎 渉　Wataru YAMAZAKI
yamazaki@cseas.kyoto-u.ac.jp

坂本 龍太　Ryota SAKAMOTO
sakamoto.ryota.7c@kyoto-u.ac.jp

中村 亮介　Ryosuke NAKAMURA
nakamura.ryosuke.7x@kyoto-u.ac.jp

師田 史子　Fumiko MOROTA
morota.fumiko.8p@kyoto-u.ac.jp

伊藤 正子　Masako ITO
ito.masako.8e@kyoto-u.ac.jp

石川 登　Noboru ISHIKAWA
ishikawa@cseas.kyoto-u.ac.jp

片岡 樹　Tatsuki KATAOKA
kataoka.tatsuki.5u@kyoto-u.ac.jp

岡本 正明　Masaaki OKAMOTO
okamoto@cseas.kyoto-u.ac.jp

東南アジア大陸部（ミャンマー・ラ
オス・タイ）を中心に、焼畑アグロフ
ォレストリーや非木材林産物生産
について研究してきた。経済成長が
つづくASEAN諸国での脱農業化と
森林転換の実態にも関心がある。

ソロモン諸島を皮切りに、海域アジ
ア・オセアニアの自然環境と人々の
暮らしと健康を研究。村における緻
密なフィールドワークから、国・国
際関係という大きなスケールにお
ける衛星画像／GISを用いたイン
フォマティクスまで。

東南アジアにおける自然環境の改
変、農業の近代化、農村の過疎化な
どの現象を、人と植物の関係を指標
に研究してきた。特にラオスの二次
林や農地の植生、小農の生産様式、
野生植物利用に関心がある。

動物は生息環境に適応した繁殖形
態を進化させてきた。人間活動など
で生息環境が変化すると、彼らの繁
殖にどのような影響が及ぶのか？  
主に希少なネコ科動物を対象とし
て、内分泌学や行動学などの視点か
ら研究している。

日本で開発した検査技術を海外（イ
ンドネシア、フィリピン、ベトナム、
タンザニア等）での調査に利用し、
病原体（細菌・ウイルス・原虫・寄生
虫）の生態を研究。ヒトと動物の、
あるいは両者を越境する病原体が
研究対象。

肺炎を起こすレジオネラ症の研究
を通じて環境と人間の関わりにつ
いて興味をもっている。そして、ブ
ータンを中心にヒマラヤ地域に暮
らす高齢者の健康、人々の生き方や
しあわせについても関心をもって
研究している。

アジアを中心に、主に熱帯地域で植
物―土壌間の相互作用機構の解明
に取り組んでいる。近年は、熱帯林
の長期保全や資源利用、人為的な
かく乱が生態系機能におよぼす影
響、植物と人の営みの関係にも興味
がある。

人はなぜ賭けるのか。主にフィリピ
ンにおける賭博実践を文化人類学
的に調査している。「賭け」から見
出そうとしているのは、偶然性に対
する人びとの身構え、テクノロジー
とアディクション、賭博産業と国家
の関係性など。

ベトナム現代史が専門で、少数民族
と国家の関係の歴史的変遷に関心
がある。現在は、居住国と対立する
国家に源をもつ人たちとして華人
を例に、国家関係に翻弄されつつか
れらがどのように生きてきたかを
検討している。

臨地調査によってのみ知ることの
できる人びとの営みとこれをとり
まくマクロな構造や歴史に注意を
払いながら、マレーシア領ボルネオ
で国家国民の生成、エスノジェネシ
ス、山地−平地関係、プランテーシ
ョン、イスラム化などを考察してい
る。

研究関心の一つは東南アジア大陸
部山地における民族間関係と宗教
について、もう一つは東南アジア都
市部における中国系宗教について
である。いずれもタイ国を中心にそ
の隣接諸国をも視野に含めた研究
を行っている。

東南アジア、とくにインドネシアの
政治を研究。これまでは主に東南
アジアの地方政治について研究し
ていた。最近は、ソーシャルメディ
アが生み出しつつある新しい政治
のあり方について、ビッグデータを
もとに分析し始めている。

詳細はこちら→ 
https://www.asia.asafas.
kyoto-u.ac.jp/members

─ 生態環境論講座─ 地域変動論講座─ 総合地域論講座

ナイトマーケット（ミャンマー、ネピドー） ペラ洞窟の仏像（マレーシア）

野党支持者のデモ（タイ、バンコク）ヤシ樹園地（インドネシア、東ヌサ・トゥンガラ州）海上家屋（フィリピン、ダバオ）

山口 元樹　Motoki YAMAGUCHI
yamaguchi.motoki.7n@kyoto-u.ac.jp

オランダ植民地期から独立直後ま
での時期を対象にインドネシアの
イスラーム運動を研究している。移
住・巡礼・留学といったヒトの移動
や新聞・雑誌の流通を媒介とした中
東アラブ地域との思想的な交流に
関心がある。

R・マイケル・フィーナー　R. Michael FEENER
feener@cseas.kyoto-u.ac.jp

東南アジアとインド洋海域世界の
クロス・リージョナル研究が専門。
近年は海域アジア遺産調査プロジ
ェクトのディレクターとして、イン
ドネシア、タイ、モルディブの歴史
的・考古学的遺跡における一次資料
記録と現地調査をおこなっている。

小林 知　Satoru KOBAYASHI
kobayashi.satoru.3n@kyoto-u.ac.jp

文化人類学を手法とした地域研究
の立場から、カンボジアの農村社会
における生業の転換や、東南アジア
大陸部の上座仏教徒社会の変化を
研究してきた。食やエネルギーを通
して地域の未来を考えることにも
関心がある。

中西 嘉宏　Yoshihiro NAKANISHI
nakayosi@cseas.kyoto-u.ac.jp

ミャンマーを中心に東南アジアの
政治や外交を研究している。各地
の国家権力や社会秩序の〈クセ〉に
関心がある。政治なんて小難しそう
だが、所詮は個性ある個人の行為が
集まったもの。真剣だったり、悪辣
だったり、抜けていたりとおもしろ
い。

町北 朋洋　Tomohiro MACHIKITA
machi@cseas.kyoto-u.ac.jp

国際分業の一角を担うアジアの産
業高度化の実践経験はどのような
教訓を与え、外国と日本の相互依存
関係の進展は産業立地を通じて世
界の雇用をどれほど変化させるかを
研究。近年は東南アジアの交通事故
にも取り組む。

甲山 治　Osamu KOZAN
kozan@cseas.kyoto-u.ac.jp

東南アジアに広く存在した熱帯泥
炭湿地林は、1990年代以降アカシア
やアブラヤシの大規模な植栽を目的
とする排水により乾燥化と荒廃化
が進んだ。地域住民と協力し、再湿
地化した泥炭地での農林業を実践
し、泥炭地の防災と回復に取り組ん
でいる。

柳澤 雅之　Masayuki YANAGISAWA
masa@cseas.kyoto-u.ac.jp

定点調査と広域調査を往還した調
査を実施している。定点調査はベ
トナム紅河デルタのひとつの村落
を対象とし、1994年以来の長期の
村落変容を調査。広域調査は東南
アジア全体を対象とし、各地の人と
自然の関係の変容を調査している。

三重野 文晴　Fumiharu MIENO
mieno-lab@cseas.kyoto-u.ac.jp

専門分野は途上国の金融システム
の形成発展、タイ、ミャンマー、ラオ
スあるいは東南アジア全般の経済、
タイ数量経済史。マクロ分析からミ
クロ分析、歴史から政策、フィール
ド調査から統計データまで、さまざ
まなアプローチで研究に取り組んで
いる。

アイコンの凡例

ジェンダー／
セクシャリティ

宗教／思想

ものづくり・
⽣業
芸術・芸能・
アート

⾷

資源

貧困

開発

健康

農業

社会

歴史

都市

農村

環境・⽣態

動物

植物

経済

⽂化

政治

言語／
コミュニケーション

移⺠

暴⼒・紛争
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平野（野元） 美佐　Misa HIRANO (NOMOTO)
hirano.misa.5s@kyoto-u.ac.jp

長岡 慎介　Shinsuke NAGAOKA
nagaoka.shinsuke.6v@kyoto-u.ac.jp

中尾 世治　Seiji NAKAO
nakao.seiji.2i@kyoto-u.ac.jp

塩谷 暁代　Akiyo SHIOYA
Shioya.akiyo.6s@kyoto-u.ac.jp

東長 靖　Yasushi TONAGA
tonaga@asafas.kyoto-u.ac.jp

原田 英典　Hidenori HARADA
harada.hidenori.8v@kyoto-u.ac.jp

山越 言　Gen YAMAKOSHI
Yamakoshi.gen.4s@kyoto-u.ac.jp

中溝 和弥　Kazuya NAKAMIZO
nakamizo.kazuya.3z@kyoto-u.ac.jp

高田 明　Akira TAKADA
takada.akira.2z@kyoto-u.ac.jp

帯谷知可　Chika OBIYA
obiya@cseas.kyoto-u.ac.jp

ローハン・デスーザ　Rohan D'Souza
dsouza.rohanignatious.6x@kyoto-u.ac.jp

藤倉 達郎　Tatsuro FUJIKURA
fujikura.tatsuro.6a@kyoto-u.ac.jp

長岡 慎介　Shinsuke NAGAOKA
nagaoka.shinsuke.6v@kyoto-u.ac.jp

金子 守恵　Morie KANEKO
kaneko.morie.3z@kyoto-u.ac.jp

中西 竜也　Tatsuya NAKANISHI
nakanishi.tatsuya.7s@kyoto-u.ac.jp

池亀 彩　Aya IKEGAME
ikegame.aya.5u@kyoto-u.ac.jp

中溝 和弥　Kazuya NAKAMIZO
nakamizo.kazuya.3z@kyoto-u.ac.jp

ローハン・デスーザ　Rohan D'Souza
dsouza.rohanignatious.6x@kyoto-u.ac.jp

阿毛 香絵　Kae AMO
amo.kae.6c@kyoto-u.ac.jp

黒田 彩加　Ayaka KURODA
kuroda.ayaka.6w@kyoto-u.ac.jp

カメルーンの都市に暮らす人びと
の⽣活を、仕事、相互扶助、都市＝
農村関係、庶⺠金融に焦点を当て
ながら研究している。また、カメル
ーンと比較しながら、沖縄の相互扶
助や祝儀、庶⺠金融などについても
研究している。

＊兼担　「平和共生・生存基盤論」参照

フランス語圏西アフリカのブルキ
ナファソを中心とした、宗教、政治、
経済、思想の歴史を研究。また、歴
史研究のメタ理論、人類学の理論
と人類学史にも関心をもち、工学、
建築学、現代美術、科学コミュニケ
ーションなどとの共同研究もおこ
なっている。

カメルーンおよびウガンダの都市
と農村の調査をつうじて、都市と農
村のつながり、農と食に関わる研究
をおこなっている。また、都市と農
村の循環に着目したアクションリ
サーチに取り組んでいる。

従来「イスラーム神秘主義」と訳さ
れてきたスーフィズムの思想研究
を中心に、タリーカや聖者信仰とい
う民間信仰も含んで考察。近年は
神秘体験で得られた真理をどう芸
術的に表現するかや、スーフィズム
を核とした穏健イスラームにも興
味がある。

南部・東アフリカの複数の国を対象
とし、野外調査と実験室分析を組み
合わせ、参加型水・衛生実践、下痢
リスク管理、循環型トイレの持続
性、気候変動と水・衛生インフラ、水
環境保全などの研究と社会実践を
おこなっている。

西アフリカ・ギニアの農村景観の成
り立ちと、そこに生息する野生動物
の生態や保全情況、人びとの生活
との相互関係を研究している。人
と動物とがともに生きるための適
切な仕組や距離について考えてい
る。

現代インド政治を専攻。政治的暴力
をいかになくすかという関心のも
と、民主主義と暴力・貧困の関係を
軸にインドで長期のフィールドワー
クを展開。近年はヒンドゥー至上主
義研究に加え、南アジアの比較政治
にも取り組む。

相互行為の人類学のアプローチか
ら南・中部アフリカで以下の研究に
取り組んでいる。養育者‐子ども
間相互行為、環境の知覚と道探索
実践、エスニシティの変容、在来社
会の再編と教育、マイクロ・ハビタ
ットとハビトゥスの相互構築。

ウズベキスタンを研究対象として
中央アジアの近現代史・地域研究に
従事。ソ連体制下の社会主義的近
代化の諸相、それを継承したポスト
社会主義期、さらにそれが後退して
いくポスト社会主義以後の社会変
容に着目中。

＊兼担　「平和共生・生存基盤論」参照

ネパールにおける長期フィールド
ワークにもとづいて、開発批判の人
類学、暴力的・非暴力的社会運動、
近年はとくに先住民族タルーの権
利運動について論じてきた。医療や
食物、価値論や多文化主義につい
ても関心をもっている。

イスラーム経済と呼ばれる宗教と
経済が融合した新しい経済実践の
思想および実態を中東と東南アジ
アでのフィールドワークを通じて
解明しながら、そのポスト資本主義
的可能性や日本社会への応用につ
いて探究している。

アフリカの日用品に注目し、それを
生産する知識や技術とその継承、さ
らには技術的な革新について研究
を進めている。学際的な研究を基
盤にした参加型生活道路建設と補
修にかかわる開発実践プロジェク
トにも従事している。

16-20世紀の中国ムスリム（漢語を
話すムスリム）がいかに非ムスリム
中国人と共生してきたかを主に文
献から研究。最近は、19世紀に西・
南・中央アジア由来のイスラーム新
思想をどう受容したかに関心があ
る。

人類学や歴史学の方法を用いて、イ
ンドの王権やグル（宗教指導者）な
ど権力の多様なあり方を研究して
きた。最近ではギグ・エコノミー、民
族学博物館における部族文化表象、
インド系移民にも関心をもってい
る。

＊兼担　「平和共生・生存基盤論」参照

南アジアにおける河川、ダム、漁場
などの環境史を専門としている。現
在の研究関心は鉄道や航海の技術
の政治、そして気候変動をめぐる環
境政治である。また、アナログから
デジタルに移行する高等教育にも
関心がある。

西アフリカのイスラーム社会、特に
セネガルのスーフィー教団と、高等
教育、政治との関連について研究し
てきた。メディアや若者文化、都市
文化にも着目し、アジアやより広い
イスラーム圏との比較の観点から
も研究を進めている。

現代イスラーム思想を専門として
いる。エジプトを中心に、イスラー
ムの伝統と近代的な価値観の調和
をめざす改革派思想の展開につい
て研究してきた。中東諸国における
宗教と政治の関係についても関心
をもっている。

齋藤 美保　Miho SAITO
saito.miho.2w@kyoto-u.ac.jp

動物行動生態学的の視点から、キ
リンの仔育てを通して彼らの対捕
食者戦略について研究。近年は、キ
リンを中心とした野生動物と人び
との共存のあり方や、人々の動物観
についても調査を開始。フィールド
はタンザニアと南アフリカ。

伊谷 樹一　Juichi ITANI　
juichi.itani.4v@kyoto-u.ac.jp

タンザニアにおける農業・牧畜・林
業の動態を生態環境と人間生活の
視点から研究している。最近では、
20世紀初頭に持ち込まれた外来樹
がタンザニアの農業・環境・経済・物
質文化におよぼす影響に注目して
いる。

詳細はこちら→ 
https://www.africa.asafas.
kyoto-u.ac.jp/af_staff/staff/

─ 生業生態論講座─ 社会共生論講座─ アフリカ潜在力講座

アフリカ
地域研究
専攻

詳細はこちら→ 
https://www.global.asafas.
kyoto-u.ac.jp/staff/

─ 平和共生・生存基盤論講座─ イスラーム世界論講座─ 南アジア・インド洋世界論講座

グローバル
地域研究
専攻

先住民族タルーの人たちの踊り（ネパール）

イスファハーンのシャイフ・ロトフォッラー・モスク（イラン）

佐藤 宏樹　Hiroki SATO
sato.hiroki.2e@kyoto-u.ac.jp

マダガスカル島の熱帯林を主な調
査地とし、動植物の生態を研究して
きた。近年は熱帯林がもたらす生
態系サービスを利用する地域住民
の活動も調査対象とし、民族生物
学や環境社会学の観点から持続可
能なランドスケープ管理について
模索している。

井上 春緒　Haruo INOUE
inoue.haruo.7m@kyoto-u.ac.jp

北インド古典音楽であるヒンドゥス
ターニー音楽を研究している。とく
に、南アジアを代表する打楽器タブ
ラーの演奏技法や、その歴史的・文
化的背景を包括的に探求し、インド
音楽の芸術的価値を明らかにする
ことをめざしている。

安岡 宏和　Hirokazu YASUOKA
yasuoka.hirokazu.7n@kyoto-u.ac.jp

コンゴ盆地の熱帯雨林を主なフィ
ールドとして、人間と自然の連関と
共生に関する生態人類学・マルチス
ピーシーズ歴史生態学の研究をし
ている。また、多様なアクターによ
る知識の共創について実践的研究
をしている。

大山 修一　Shuichi OYAMA
oyama.shuichi.3r@kyoto-u.ac.jp

アフリカ各地の人びとの暮らしと
その変化を調査し、地域の特性に応
じたフィールドワークに取り組ん
できた。都市の有機性ごみや下水
汚泥を活用し、緑化や環境問題の
解決、農業生産の向上や飢餓・貧困
の解決といった社会課題に取り組
む。
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「百聞は一見にしかず！」が信条。「将
来は海外で活躍したい！」という漠然
とした夢をいだいて、1年次から海外
に行けるASAFASに。研究テーマも
修了後の進路も、フィールドワークを
重ねながらじっくり考えたい。

23歳で
学外から進学

大学卒業後5年間はNGO職員として
中東で難民支援に従事。この間に
結婚。キャリアアップするには学術的
知見が不可欠と実感し、ふたたびア
カデミアの世界に。海外経験豊かな

「頼れるメンター」として後輩に人気。

NGO勤務を経て
27歳で入学

「百聞は一見にしかず！」が信条。「将
来は海外で活躍したい！」という漠然
とした夢をいだいて、1年次から海外
に行けるASAFASに。研究テーマも
修了後の進路も、フィールドワークを
重ねながらじっくり考えたい。

中学生のときに見たドキュメンタリー
番組に感動し、海外で活動する研究
者に憧れ、フィールドワークを重視す
る京大に進学。学部生のころから
ASAFASの教員の論文を読み、研
究室を訪問して情報収集に励んだ。

23歳で学内進学

Aさん

Bさん

Cさん

修士課程で地域研究への関心が高
まり進路変更。地域研究のハブ機能
と実績、海外研究者との人脈、蓄積
された文献・データの量と質に惹か
れ、「ASAFASしかない」と志願。

他大学で
修士号取得後、
27歳で「３年次編入」

Dさん

修士課程で地域研究への関心が高
まり進路変更。地域研究のハブ機能
と実績、海外研究者との人脈、蓄積
された文献・データの量と質に惹か

社会経験をいかし、
大学院でさらに
ステップアップ
したい!

社会経験をいかし、
大学院でさらに
ステップアップ

宗教思想に
関心が
あります！

どこでもすぐに眠れて、
表情と身ぶりで会話
できることが特技!

「フィールドワーク
なら京大で!」と
決めていました

年次2 年次3 年次4 年次 卒後5

文・理の科目をめいっぱい受
講。語学演習や研究会などに
も積極的に参加。

エクスプローラープログラムに採択され、
人生初のフィールドワークに！ 貴重な文
献を収集するために現地に２か月滞在。

教員が伴走しながら、京大の支援
プロジェクトや日本学術振興会
特別研究員(DC1)に申請。コミ
ュニティと宗教の関係、教育環境
への関心が高まり、博士論文のテ
ーマがすこしずつ見えてきた。教
員との面談やゼミでの議論をと
おして、論点をさらに絞り込む。

日本学術振興会 特
別研究員 に 採用さ
れ、民間の研究助成
金も獲得。資金のめ
どがたち、現地の大
学に留学。図書館に
こもって一次資料を
読破したり、古書店を
めぐって貴重書を集
めたり、現地の研究
者たちとのネットワー
クづくりに励む日々。

博論執筆に向けて、現地
調査にますます熱が入る。
滞在中は、ASAFASのオン
ラインマガジン (→ P.18)
への投稿がよい息抜きに。

「1年間は帰ってこない！」と決めて、いざ
フィールドに！ 現地調査、レポート執筆、
資料収集などを重ね、学会発表の経験
も積む。現地で知りあった海外の研究者
仲間とのネットワークもどんどん広がる。

現地調査で培ったネットワークを活かし
て、共同研究にも参画。卒業に必要な
単位を取得したあとは、働きながら博士
論文を執筆し、提出をめざす。

すっかりたくましくなっ
て帰国。指導教員群と
の討議を重ねながら博
論執筆に専念。学内の
公開研究会やセミナー、
学会での口頭発表にも
積極的に挑戦。

日本学術振興会の海外特
別研究員として、欧米の
研究機関に赴任。

A群科目：専攻科目 各専攻の講義と演習 ● ゼミナール形式の演習授業での発表・討論  

B群科目：共通科目	 「地域研究論」をはじめとした地域研究の基礎的アプローチの習得、関連語学

C群科目：他専攻・他研究科開設科目

研究会への参加 ● 情報収集／発表スキル向上／ネットワーク構築

海外の学術交流協定締結校での活動
アジア・アフリカのフィールドステーションでの活動

5年次までにA・B・C群科目を受講し、
博士論文提出に必要な40単位を取得

研究室
訪問

オープン
キャンパス

関心領域の
情報収集

書類審査・
口述試験▶ 博士論文の準備をはじめる▶ フォールドワークを重ねながら、博士論文のタネを探す

5年一貫制のASAFASでは、フィールド調査
の状況や、院生それぞれの都合も考慮し、予
備博士論文の提出時期を柔軟に調整できる。

博論のデータについて、指導教員群の指導
を受けたり、研究演習や研究会での発表や
議論を重ねながら、完成度を高める。

予備博士論文提出 博士論文執筆

院試
学部生（ 学内・学外 ）、
社会人、留学生

一次試験（筆答試験）
二次試験（口述試験）

修士生
社会人
留学生

編入試験

入学 3年次編入 博士号取得

も積極的に参加。 特別研究員(DC1)に申請。コミ
ュニティと宗教の関係、教育環境
への関心が高まり、博士論文のテ
ーマがすこしずつ見えてきた。教

5年間の実務経験をふまえ、指導教
員たちと面談を重ね、調査地と研
究テーマ、滞在期間を決める。将来
の妊娠・出産を視野に入れて、共
通科目・専攻科目をめいっぱい受
講。幅広く知見を深めながら、博士
予備論文のテーマを模索。

学内・学外の支援制度
を活用して、３か月間のフ
ィールドワークに。

民間の奨学金を獲得し、１年半
のフィールドワークに。NGO時
代の人的ネットワークも活かし
て、活動域を開拓。博士論文の
テーマがより鮮明になってきた！

妊娠がわかり、出産後2年
間は子育てを優先すると
決める。博士予備論文提
出に向けて、執筆に励む。

博士号取得に必要な単位を
取り、家族とともに海外移住。
現地日本人企業で働きなが
ら、博士論文の提出をめざす。

「子育ても研究活動も、すべてま
とめて、私らしさ」。学内外の女
性研究者支援事業や ASAFAS

の子育て支援制度や助
成金などを活用して、学
業 と 育 児 を 両 立。
ASAFAS の 託児室（ 交
流室）のヘビーユーザー。

休学中もゼミ仲間と連絡をとりあ
い、近況報告。学会などにも参
加して情報収集に努める。

希望する指導教員のもと
をたびたび訪ねて、編入後
のキャリア形成のイメー
ジトレーニングを重ねる。

4年次の1年間はフィールドワーク
に専念できるように、３年次に共
通科目・専攻科目を貪欲に受講。

フィールドワークへの意欲は日に
日に高まる。ゼミで会う仲間たち
から、現地の状況や渡航時のノウ
ハウなどを積極的に情報収集。

関心のある農業
問題を中心に、
幅広い分野の講
義を受けて、見
識を広げる。

農業問題をテーマに、予
備論文執筆に向けてフ
ィールドワークや指導教
員との討議を重ねるな
かで、現地で実務者とし
て貢献したいという気持
ちが高まってくる。

いつか一緒に
フィールドワーク
行こうね！

修了後の進路について、キャリア・ディベロップメント室に
相談。実践的に現地に貢献できる道を模索し、日本企業の
現地法人やNGOへの就職も視野にいれる。

博士予備論文を
提出して退学

博士予備論文を提出し、
休学届を提出

編入試験に合格し、
３年次編入

31歳（子どもは2歳）で
３年次に復学

子育て支援事業や助成金を
活用し、積極的にフィールドに

NGO へ の 就職 が
決まり、海外赴任。
臨地演習に訪れる
ASAFAS の後輩た
ちのサポートにも
かかわる。

研究会
● 東南アジアの自然と農業研究会
● 東南アジアの社会と文化研究会
● 東南アジア・インド洋世界研究会
● イスラーム世界研究懇話会
● 南部アフリカ地域研究会
● 民族自然誌研究会　など

関連語学　●タイ語  ●インドネシア語   ●ベトナム語  
●ビルマ語   ●アラビア語  ●ネパール語  ●トルコ語
●ヒンディー語   ●スワヒリ語  ●アムハラ語　など

キャリア・ディベロップメント室
進路選択や就職活動についての相談に、メ
ールや面談形式で随時対応。就活に役立つ
セミナーや講演会も適宜開催。学生たちの
修了後の進路を見すえ、学生一人ひとりの能
力や個性と向き合いながら、丁寧なサポー
トを心がけています。（→P21）初めてのフィールドワーク先

で、NGOのスタッフと出会
い、研究成果と現地の実践
者たちとをつなぐ役割にも
関心が深まる。

院
生・研
究
生
を
対

象
と
し
た
懇
談
会

フィールドステーションを活用し、子連
れでフィールドワークに。家族そろって
海外に長期滞在することも。

フィールドワーカー子育て・
介護サポート
子育てや介護を担う人が大学に通った
り、フィールドワークに出かけることに
は、多くの困難があります。ASAFAS
では、「子育てフィールドワーカーＷＧ」
が中心となって、子育て・介護等をしな
がらフィールドワークをする研究者や
事務職員たちの悩みによりそい、知恵
を出しあって支援しています。

エクスプローラープログラム
ASAFAS附属次世代型アジア・アフリカ教
育研究センター（COSER）は、日本学生支
援機構の海外留学支援制度等を利用しな
がら、フィールドワークや語学実習のため
の海外渡航費や滞在費を補
助しています。

　　		事業の詳細はこちら→

日本学術振興会 特別研究員制度
日本の優れた若手研究者に対して、自由な発想
のもとに主体的に研究課題等を選びながら研
究に専念する機会を与え、研究者の養成・確保
をはかる制度（毎年5月に申請締切）。ASAFAS
では、毎年多数の院生が特別研究員に採用さ
れ、支援を受けています。

ASAFAS3年次以上の学生数に
占める特別研究員の割合（2024年5月1日現在）

27.1%

ASAFASに集うのは、フィールドワークに
憧れる学生たちや、海外でのボランティア
経験者、留学生など、多彩な顔ぶれ。大き
な目標を掲げて我が道を切り拓き、きのう
の自分を超えてゆく、たくましい同志たち。
あなたはどんな5年間をすごしますか？

ASAFAS
ASAFAS
ASAFAS
ASAFAS
ASAFAS
ASAFAS
ASAFAS
ASAFAS
ASAFAS
ASAFAS
ASAFAS

ASAFASの
5年

国際研究発信力強化プログラム
COSERは、英語による学会発表や国
際的な共同研究も支援。英語論文作
成に対する支援やフィ
ールドワークの方法論
に関する研究会も実施。
事業の詳細はこちら→

5年次までにA・B・C群科目を受講し、5年次までにA・B・C群科目を受講し、

（書類審査・口述試験）

▶
＊イラスト：アモイ（阿毛香絵）

年次1

教室外の研究活動
（フィールドワーク）

生態・社会・文化に根
ざした地域の固有性
を理解し、フィールド
ワークの手法を習得

地域が直面する現代
的諸問題をテーマ
に、フィールドワーク
の手法を習得

フィールドワークの過
程で発見した研究課
題について、国際機
関 や NGO、研究機
関で発表・討論

宗教思想に

ねぇ、たまには
ひと休み
しようよ…

いつのまにか、
現地の言語も
ペラペラだぁ！

キミ、熱いなぁ…。
その情熱に

溶けてしまいそう… 水を得た魚
とは、まさに
キミのことだね。

3年前に描いた夢が、
どんどん実現してゆくね。

NGOでの体験が、
研究テーマに

つながっているね。

海外での経験が
豊富だから、

現地になじむのも
あっという間だね！

すっかり
研究者の顔つき
になったね。

先行論文を読み込んだり、
調査地の社会情勢を

調べたりするのもだいじだね。

荷物
多すぎない？

農業問題をテーマに、予

調べたりするのもだいじだね。

博士号を取得

２年後に博士号取得

1年後に博士号取得

しようよ…

いつか一緒にいつか一緒に
フィールドワークフィールドワーク
行こうね！

海外での経験が
豊富だから、

現地になじむのも
あっという間だね！

復帰の準備は、
着々と進んで
いるね。

いってらっしゃ〜い。でも、キミ
とはまた会えるような気がする
なぁ。たとえばCさんみたいに、
海外で実務経験を積んだあと、
大学院に編入する道もあるぞ。

の子育て支援制度や助
成金などを活用して、学
業 と 育 児 を 両 立。
ASAFAS の 託児室（ 交
流室）のヘビーユーザー。

復帰の準備は、
着々と進んで

オッシャー！ 
やるぞ！

臨地実習 Ⅲ臨地実習 Ⅱ　　臨地語学実習 Ⅱ臨地実習 Ⅰ臨地語学実習 Ⅰ

行ってきま〜す！

政府関連機関に就職。ネットワー
クはますます拡がる。
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多様なフィールドで活動するASAFAS の若手研究者や院生たち。現地の気候風土、食文化や生活習慣などに戸惑いながらも、
フィールドワーカーの〈作法〉を身につけ、〈問う姿勢〉や〈観る力〉を日々研ぎつづけています。その奮闘ぶりを共有しようと、
ASAFASでは、「アジア・アフリカ地域研究情報マガジン」を月1回のペースでオンライン配信しています（2025年1月現在、第259号）。
本誌掲載記事はその一部です。魅力的で奥深いフィールドワークの世界に、あなたも飛び込んでみませんか。

渡邉麻友  アフリカ地域研究専攻

 「リィリィリィリィリィリィ…！」。ここはナミビア最大
の⺠族として知られるオヴァンボのウエディング・
パーティ。青空に集う鮮やかなピンクのドレス姿、
高らかに響く歓喜の声。
　ある日の午前、近くの教会で結婚式があると
聞き、招かれてもいないのに参列した私。アフ
リカでの初めての結婚式に胸は高鳴る。マスタ
ード色のタキシードと純白のウエディングドレ
ス姿の新郎新婦の登場に、二人の人⽣の特別
な場面に遭遇していることを実感。式のあと、
「あなたもパーティに来たら?」と誘

われ、好奇心を抱いて軽トラック
の荷台に乗り込む。30分ほど揺ら

れて会場に到着すると、ピンクのドレスが歌い踊り
ながら近づいてくる。「リィリィリィ…！」。パーティの
準備をしていた新婦側の親族だ。「リィリィリィ…！」。
女性たちの甲高い声と、笛の音に合わせてステッ
プを踏む姿に圧倒される。荷台から降りた私たち
も新郎新婦とともに歌い踊りながら近づき、二つ
の集団はやがて向き合い、思い思いに喜びを表
現し、不思議な一体感が⽣まれる。歌と踊りのあ
とには豪華な⾷事と酒がふるまわれ、お祝いム
ードはさらに高まる。ピンクのオヴァンボ・ドレ
スをまとった私も「リィリィリィ…！」と声をあげ、
新郎新婦を祝福した。身体と心を躍らせて。

（第247号／2024年1月配信）
新郎新婦の後ろ姿

新郎新婦に贈り物を

渡す列

　2022年9月、ヒマラヤの国ブータンでの調査中、地方都市のタ
シガンに滞在したある日、近くの山裾から一本の道が続いている
のを見つけた。タシガンと隣接するサムカル村とを結ぶ全長3.4㎞
のその道は、「Shingtala Kezang エコトレイル」。かつては集落を
結ぶ古道として利用されていたが、2011年に自動車道が開通して
以降は、草が⽣い茂り、利用者はいなくなった。
　ところが、コロナ禍以降、ブータンではトレッキングやハイキン
グを楽しむ人が増えたことから、この古道は、タシガン県森林局の
もと、住⺠のリラクゼーションの場、エコトレイルとして整備された。
ブータンではほかにも、かつての巡礼路や交易路などの古道を現
代的なあり方で活用している事例が増えている。
　先日、フィールドワークの一環で、ブータンの大学⽣とともに、ふ

たたびこのトレイルを歩いた。日々の喧騒から離
れた古道を、その歴史・⽂

化・自然を学びなが
ら歩き、古道のフィー
ルドワークのおもしろ

さと、リフレッシュの大
切さを実感した。

（第242号／2023年8月配信）

左╱Shingtala Kezang
エコトレイルの入り口と
看板　右╱ブータンの
大学⽣とのフィールドワ
ークのひとこま

N
am

ibia 「リィリィリィリィリィリィ…！」。ここはナミビア最大
の
パーティ。青空に集う鮮やかなピンクのドレス姿、
高らかに響く歓喜の声。
　ある日の午前、近くの教会で結婚式があると
聞き、招かれてもいないのに参列した私。アフ

新郎新婦に贈り物を

Bhutan

たたびこのトレイルを歩いた。日々の喧騒から離
れた古道を、その歴史・

切さを実感した。
（第242号／2023年8月配信）

　ラオスの首都から車で1時間ほどのヴィエンチャン県中心部。街
ゆく女性たちの高く結った黒髪に、ラオスの伝統的腰巻きスカート

「シン」の鮮やかな色がよく映える。日頃、桶
を使って水浴びをする女性たちにとって自宅
での洗髪は時間や労⼒を要するため、彼女
たちは数日に一度、美容室を利用する。
　ラオス語で美容室は「ハーンスームスワイ

（háan sə̌əm sǔay）」。ハーンは〈店〉、スー
ムは〈つけ足す、加える〉、スワイは〈美しい〉
の意味。洗髪や染髪だけでなく、ネイル、眉
毛アート、まつ毛エクステなど、施術内容は

ざまざま。女性たちは、サービス内容や
利便性、店主との関係、シャンプー剤の
種類の豊富さなどの理由から、その日
の店を選ぶ。
　ステイ先の近くに私の「行きつけ」の

店ができた。お気に入りは、6畳ほどの
小さなお店。店員さんは爪を立てて⼒強く

シャンプーするので、「こんなに強く!?」と最
初は驚いたが、数日に１回ならこのくらいが
心地よい。店内の会話に耳を傾けると、「新
しいシンを仕立てるのよ」と自慢げな10代
の女性や、「このヘアゴムがいい！」と母親に
ねだる5歳の女の子の声。この街の美容室
は、おしゃれに関する情報交換のハブ。彼女
たちはきょうも美しさを重ねている。

（第236号／2023年2月配信）

左╱Shingtala Kezang
エコトレイルの入り口と
看板　右╱ブータンの
大学
ークのひとこま

　その集団名が示すとおり、ウズベキスタンの山奥には、半遊牧
的な⽣活を営む牧畜⺠が暮らす。彼らは自家用に絨毯を手づくり
していて、私はそれを習いに、はるばるやってきた。
　絨毯の材料にもなる羊毛を刈るひと月くらい前に、「先に洗って
おく」ということで、そろそろ毛が⽣え変わりそうな羊たちを集め、
川にまるごと流し入れて、体を洗う。はじめは臆病な羊たちを人⼒
で入水させるのだが、川を渡る仲間がだんだん増えると、羊たち

は安心するのか、みず
から入水するようにな
る。だからこれは、「羊
のおしごと」風景でも
ある。
　この時期の川は、
雪解け水で赤く染ま
るのだが、人も羊たち
も、そんなのおかまい
なし。そして、毛も乾
かぬうちに、羊たちは
再び山へと放たれる。

（第249号／2024年3月配信）

上╱「行きつけ」のお
店。洗髪は日本円で
110〜120円。ヘッドマ
ッサージを含む約30分
の施術で頭髪も気持ち
もスッキリ。
下╱街の大きな市場
では、美容室で使用す
る個包装のシャンプー
やコンディショナーが売
られている

上╱入水のつとめを終え、家
路を急ぐ羊たち　下╱毛が⽣
え変わりそうな羊だけを選り分
けるため人壁をつくる

Laos

U
zbekistan

　ラオスで調査中のとある週末、滞在先の家
族に「自然がたくさんある素敵なところに行こ

う」と誘われ、森の近くの畑に出かけた。畑
のそばの池で魚を釣り、畑で収穫した青パ
パイヤでサラダをつくり、持参した干し肉
ともち米を一緒に⾷べた。⾷後、ふらりと
森の中に入っていったお父さんとお母さ

んに大きな声で呼ばれる。みんなは次つぎと
⾷べ物を見つけながら森の中を進んでゆくが、
私は迷わないように懸命に着いて行くだけで
へとへとに。
　「自然がある素敵なところ」という言葉に、日

がな一日、木陰でお昼寝でもしようかしらと想 像したが、森の中
では忙しくて、それどころではない。なに
が⾷べられるのか、どうやって⾷べる
のか、植物の知識も魚を釣る技量も
ない私は、昼寝くらいしかすることが
ないが、彼らはそうではないのだ。森
で採ったキノコやマンゴーの若葉、ユカ
ンの実が入った袋を眺めながら、み
んなと私が見えている自然とは、
まったく違うもののよ
うな気がした。

（第251号／2024年
5月配信）

ざまざま。女性たちは、サービス内容や

店ができた。お気に入りは、6畳ほどの
小さなお店。店員さんは爪を立てて

Laos

髙橋侃凱  アフリカ地域研究専攻

　ザンビア共和国の首都・ルサカの発展は著しく、舗装された大
通りや大規模なショッピングモールがいくつもある。海外資本の
ファストフード・チェーンも数多く進出し、日本人にはなじみのKFC
も見かける。
　一方で、中心部からたかだか10kmほどの地域には、都市計画
などない「未計画居住区」が広がり、ところせましと家がひしめく。
道路は舗装されていない。衛⽣環境も悪く、コレラなどの感染症
が毎年のように発⽣している。水道施設も十分に整備されておら
ず、大半の家には蛇口がないため、屋外の共用の給水栓から飲料
用水を含む⽣活用水を手に入れる。毎日のように
給水栓の前に人が並び、水でいっぱいになった
バケツを家まで運ぶ姿を見かける。
　調査の結果、彼らがバケツに貯めている水か
らは大腸菌が多数検出さた。大腸菌は、水
が糞便で汚染されているかどうかの指標だ。
日本ではトイレの水はもちろん、床面からも
大腸菌が検出されることはないので、この
結果に驚きを隠せない。目には見えない

「菌」を可視化することで、現地の人たちが
日々使っている水が、かならずしも安全でな
いことを痛感した。

（第247号／2024年1月配信）

　セネガルの首都・ダカールでは、壁面に絵や⽂字を描く若者を
見かける。大きな交差点に面した絵はとりわけ大きくて芸術性が
高い。彼らは自身が描くその絵をグラフィティと呼び、自らをアー
ティストやグラファーと自認する。
　幸運にも私は多くのグラファーに会い、ともに活動する機会を
得た。描き方やその精神性を教えてくれたグラファーの多くは私
と同年代。友人とふざけあい、家族を思い、恋愛する日常のなか
で、絵を描くときの彼らは格段に真剣で輝いている。
　グラファーたちは軽やかに描く。この国の政治状況や信仰する
宗教、黒人の歴史、愛する人や亡くなった人の姿を。描くことは

「遊び」であると同時に、芸術であり、経済活動であり、メッセージ
を伝える手段でもある。彼らとともに描くなかで気づいたことがあ
る。描く行為は、長い歴史の延長線上に存在する自分や周囲の人
びとへの感謝、祈りなのだと。彼らの描く姿や作品を見て私たち

は思い出す。大切な人がここにいたこと、私たち
がここにいたこと、未来を担う若い世代がいる
ことを。彼らは今日もどこかで、祈るように遊
び、遊ぶように祈っている。
（第256号／2024年10月配信）

　私には弟が 2 人いる。1人は 19 年前に⽣まれ
た日本の弟で、もう1人は 10 月末に行われた「テ
ィハール」というお祭りで、姉弟の契りを結んだネ
パールの弟だ。
　ティハールは富と豊穣の神ラクシュミーを家に
招くお祭りとして知られるが、その起源には死を司
る神ヤマの伝説が関係している。期間中、人びと
はカラスや犬、雄牛に祈りを捧げる。これらはす
べて、ヤマに会うことを切望した妹のヤムナを支
えた動物たちであるといわれている。
　ティハールの最終日に、兄ヤマに会って祈りを
捧げることができた妹ヤムナに倣って、女性たち
が兄弟の無病息災を祈る「バイ・ティカ」という儀式が行なわれる。
私は 3 年前にネパールで出会った、あるシングルマザーの息子に

バイ・ティカを施した。
　ネパールにおいて、シングルマザーは家族の
名誉（ijjat）を傷つける存在として扱われること
も多く、子を連れて村に帰ることができない例

も少なくない。なかでも、父親を特定できない
シングルマザーの子は、母親の姓で市⺠権
証をつくることが難しく、事実上の無国籍状

態に置かれるという状況が続いている。
私がこれから取り組む研究が、ネパール
の弟や、シングルマザーたちの置かれた
状況を社会に伝える一助となりますよう
に…。そう願いながら、ティハールの儀
式を終えた。（第234号／2022年12月配信）

Zam
bia

Senegal

N
epal

採ってきた
マンゴーの若葉

志田夏美  グローバル地域研究専攻

右╱調査地でのサンプリングのよ
うすと、サンプルから培養した大腸
菌。青い点は大腸菌のコロニー
左╱ルサカの中心部。大通りには
多数の日本車が走っていた

上╱グラフィティの前で遊
ぶグラファーと筆者　
右╱事故で亡くなったサッ
カー選手を偲ぶグラフィテ
ィを描くようす

（2024年6月撮影）

バイ・ティカ
を行う筆者

儀式を終え、テ
ィカ（額の赤い
印）とマラ（首飾
り）をまとった犬

（第256号／2024年10月配信）

日々使っている水が、かならずしも安全でな

佐々木恩愛  東南アジア地域研究専攻

畑で⾷べた
昼ごはん

ASAFAS

荻野なつれ  東南アジア地域研究専攻 前田夢子  アフリカ地域研究専攻 川口千尋  グローバル地域研究専攻

菊川翔太  東南アジア地域研究専攻

ブータンでの体験から

「もっと読みたい！」という方はこちら

アジア・アフリカ地域研究情報マガジン

https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/magazine/



大学・
研究機関

企業

ASAFAS

修士生

学部生 留学生 社会人

政府関連機関
／自治体

海外の
学術交流協定
締結校

連携組織／
附属センター

京都大学
フィールド
ステーション

各種学会・
研究会

NGO／
現地政府
関連機関

5年一貫制のもとで、充
実したフィールドワークを
展開し、国内外の関連機
関・組織からの情報収集
力を養い、人的交流のネ
ットワークを構築する
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ASAFASの修了生は、アジア・アフリカ地域の自然、生態、生業、政治経済、社会、
文化などについての深い知識と調査経験を身につけているだけでなく、
さまざまな地域特性のなかでそうした専門知識を総合的に捉える視野の広さもあります。
5年をかけて培った能力は就職活動にも存分に発揮され、
多くの修了生が国際的な場で幅広く活躍しています。

分野・業界を超えて活躍する院生たち

■研究職
【大学・研究機関】  愛知教育大学／大阪大学／大阪市立大学／岡山大学／九州大学／京都大
学ASAFAS／京都大学アフリカ地域研究資料センター／京都大学東南アジア地域研究研究
所／神戸大学／自治医科大学／政策研究大学院大学／東京医科大学／東京外国語大学／東
京大学／同志社大学／東洋大学／名古屋大学高等研究院／明治学院大学／立命館大学／龍
谷大学／国際協力機構／日本学術振興会／日本私立大学協会／（公財）リバーフロント研究
所／国際環境NGO FoE JAPAN／カメルーン国立農業開発研究所／アイ・シー・ネット（株）

【政府関連機関・自治体】  在クウェート日本国大使館／在タイ日本大使館／在タンザニア日
本大使館／在ホーチミン総領事館／在南アフリカ共和国日本大使館／大阪地方裁判所／外
務省／農林水産省農林水産政策研究所

■民間企業・公益法人等
【企業】 アイ・シー・ネット（株）／（株）アカツキゲームス／（株）アカリク／アクセンチュア
（株）／（株）朝日新聞出版／アビームコンサルティング（株）／（有）アフリカンスクエアー／
アマゾンジャパン（同）／AWS Japan／（株）イシダ／井関農機（株）／出光興産（株）／インテ
ル（株）／江崎グリコ（株）／NHK／NTCインターナショナル（株）／（株）NTTデータ／エン
ヴィックス（有）／岡谷鋼機（株）／Capgemini Japan／Google／（株）クニエ／（株）公文教員
研究会／KBS京都／（株）講談社／コクヨ（株）／（株）小松製作所／コンチネンタル・オート
モーティブ（株）／（株）サイバージャパン ／サラヤ（株）／（株）シー・ディー・シー・インター
ナショナル／JFEエンジニアリング（株）／シャープ（株）／日本製鉄（株）／住友商事グロー
バルメタルズ（株）／住友商事（株）／住友電気工業（株）／全日本空輸（株）／（株）ソフィア／
SoftwareONE JAPAN（株）／ダイキン工業（株）／（株）大創産業／（株）大和総研／（株）タスク
アソシエーツ／東京海上ディーアール（株）／（株）東洋経済新報社／豊田通商（株）／日本通
運（株）／日本電気（株）／（株）日本総合研究所／ニデック（株）／（株）共立ソリューションズ
／（株）農林中金総合研究所／阪和興業（株）／フィッシャークリニカルサービシズジャパン

（株）／富士通（株）／富士電子工業（株）／ミズノ（株）／三井住友信託銀行（株）／三井住友ト
ラスト・アセットマネジメント（株）／三井物産（株）／三菱鉛筆（株）／三菱重工業（株）／三菱
商事（株）／（株）モンベル／ヤンマーパワーテクノロジー（株）／（株）読売新聞西部本社／
LINEヤフー（株）／楽天グループ（株）／（株）ワタナベ楽器店

【官庁・自治体、その他】  国税庁／農林水産省／大阪市／京都府庁／東京都庁／共同通信社
／国際協力機構／国立高専／トヨタ財団／日本貿易振興機構／立命館大学

近年、地域研究や国際協力・開発論、文化人類学など、アジア・アフ
リカ関連分野への関心が高まるなかで、ASAFASの修了生の多く
は、国内外の大学や研究機関の地域研究者として、先導的な役割を
担っています。

アジア・アフリカ関連分野への関心

懇談会の定期開催
研究職だけでなく、民間企業への就職を含めた幅広い視点でのキャリア
形成促進をめざして、院生・研究生を対象に、懇談会を定期的に開催して
います。多様な業界で活躍する先輩たちをゲスト招き、在学時の経験談や
現在の業務内容などをお話しいただき、講演後には議論の場も設けてい
ます。就職活動と長期臨地実習をどう両立させるのか、ASAFASでの知識
や経験は就活や現在の仕事にどう活かされているのかなど、先輩たちの
リアルな体験談は大好評で、毎回多数の院生・研究生が参加しています。

　JICAに所属して５年。現在は、コンゴ民主共和国に駐在
し、保健医療や環境保全などの分野のプロジェクト形成・
マネジメントに従事しています。ASAFASで培ったのは、
調査現地で出会う人たちを尊重しながら、一人ひとりと真
摯に向き合うなかで社会の文脈を読み取る力。フィール
ドワークで身につけたこの姿勢は、就職活動において、自
信をもってアピールできる私の強みとなりました。
　JICAでの業務では、多様な国・地域の人たちとともに物
事を進める機会が多々あります。共通のゴールに向かっ
てプロジェクトを進めるうえで大切なのは、信頼関係を構
築する力、相手がどのような論理の体系に立っているかを
理解する力。どちらもASAFASで私が手に入れた宝もの
の一つです。

 　国内のシンクタンクで、中東情勢に関する分析と情報
発信に従事しています。広い地域を対象に、情勢動向をつ
ぶさに追い、的確に分析することが求められる日々。
ASAFAS時代にフィールドワークに基づく視座の広い研
究をとおして得た知見と、現地で出会った人たちの姿が、
私の分析力を裏づけ、自信を与えてくれます。
　日々の業務では、ほかの人とは異なった視点からのアイ
デアの提示や、専門的な知見をもたない顧客へのわかりや
すい情報発信を心がけています。こうした姿勢にも、専門
分野 を 超 え て 多 く の 仲間 や 先生方 と 議論 を 重 ね た
ASAFASでの経験が生かされていると感じます。

修了生・離籍者（581人）の進路 （2015年～2023年度）

博士課程修了／
博士課程研究指導認定退学

進学

進学

政府関連機関／
自治体

政府関連機関／自治体

修士号取得退学

学生たちの修了後の進路を見すえ、

学生一人ひとりの能力や個性と向き合いながら、

丁寧なサポートを心がけています

前略 ASAFAS殿！ 修了生からの応援メッセージ

殿内 海人さん  
独立行政法人 国際協力機構（JICA）

アフリカ地域研究専攻／2019年修了
在籍時の研究テーマ セネガル都市部
における宗教組織の編成原理の諸相

渡邊 駿さん  
(一財）日本エネルギー経済研究所 中東研究センター

グローバル地域研究専攻／2018年修了
在籍時の研究テーマ 現代中東君主
制の体制維持メカニズム

　現在は、主にバングラデシュとミャンマーで、小型のネ
コ科動物の保全の研究と実践に取り組んでいます。研究の
プロセスに現地の行政職員や住民を巻き込みながら進めて
いると、想定以上の波及効果が生まれることがあります。

「なにが起こるかわからない」。それが現場で研究と実践を
同時に進める醍醐味で、すべて含めて楽しんでいます。
　自身の問題意識や、保全現場の実情と徹底的に向き合う
ことができること、それがASAFASを選んだ理由です。分
野の壁だけでなく、学術の枠組みも超えて問題解決の道を
追い求めることができる自由な環境にも惹かれました。長
期にわたってフィールドで暮らし、多様な立場の視点で保
全の課題を観察すればするほど、解決策が見えなくなるこ
ともありました。しかし、暗中模索だったがゆえに、現場で
体験して身につけたこと、現地の人たちから学んだことが、
私の大きな強みになったのだと思います。

鈴木 愛さん
立命館大学OIC総合研究機構 助教

東南アジア地域研究専攻／2017年修了
在籍時の研究テーマ カンボジア北部における小型食肉目の保全

⚫進路選択や就職活動についての相談に、メールや面談形式で随時対応
⚫エントリーシート、面接や適正検査（SPI）対策のマニュアルなど、就活に役立つ書籍を貸出
⚫個別の求人情報、インターン情報を、メールで配信
⚫就活に役立つセミナーや講演会を適宜開催

おもな活動

キャリア・ディベロップメント室
ASAFAS附属次世代型アジア・アフリカ教育研究センター（COSER）は、

学生たちのキャリア支援に取り組む「キャリア・ディベロップメント室」を設置しています。

355人

大学・研究機関
研究員等

71%

2%

4%

2%

16%

その他
17%

企業等
8%

170人 企業等
61%

その他
19%

グローバル化の進展で、日本とアジア・アフリカ地域との関係も複
雑に深化しています。国際機関や国際NPOはもちろん、政府系機
関や一般企業では、これらの地域に対する専門的知識を有する「グ
ローバル人材」が求められています。ASAFASでの学びは、その期
待に応える能力の礎となっています。

グローバル人材への期待

地域研究には直接に関係しない分野に進んだ先輩たちも、フィール
ドワークで培ったバイタリティ、広い視野、現場の状況に臨機応変
に対応して問題解決する能力を存分に発揮して活躍しています。

現地調査で磨いたポテンシャル

ASAFAS

院生たちの進路
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出願書類の提出期間
各専攻の募集要項を確認し、必要書類を提出してください。
※出願書類の書式はすべて本研究科のWEBサイトで入手できます。
　ダウンロードして各自で印刷した用紙（A4 サイズ）を出願書類として使用してください。
https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/admissions/application

大学院入学式

合格者発表

募集要項等の詳細公開
（研究科WEBサイト）

入学試験
１次試験と２次試験に分けて実施します。2次試験は1次試験合格者を対象とします。

１次試験（筆答試験） アジア・アフリカ地域研究に関する基礎学力と、英文読解
力を問います。

２次試験（口述試験） アジア・アフリカ地域研究をおこなううえでの適性を判
断します。

学生の受け入れ

2026（令和８）年度 学生募集

オープンキャンパスでASAFASの風を浴びよう！

入学への迷い・不安は、気軽に相談してください。

ASAFASでは、アジア・アフリカ地域に
強い関心をいだく学生たちの入学を期待しています。
国内の学生だけでなく、
留学生や社会人も積極的に受け入れています。

３つの専攻それぞれに、年に数回、オープンキャンパス（大学院説明会）を開催しています。
普段着のASAFASに出会える貴重な機会です。教員との個別面談や院生たちとの座談会は、実体験満載！　ぜひご参加ください。

募集要項・入試情報のほか、大学院での活動に関する疑問や不安なども、下記事務局までお気軽にご連絡ください。

 オープンキャンパスなどで学生から寄せられる質問の一例

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 教務掛　TEL: 075-753-7374 / FAX: 075-753-7350

専攻長のメッセージ／各専攻での学びの特徴／入学から学位取得までの流れ／
入試に向けてのアドバイス／修了後の進路について／教員による講演会／
教員との個人面談／大学院生との座談会 など

おもなプログラム
※専攻ごとに異なります

これまでいちども海外には行ったことがありません。
そんな私でも、長期のフィールドワークができるでしょうか。Q

海外経験がなくても心配はいりません。「ASAFASに入って、はじ
めて海外に行った！」という院生は少なくありません。経験豊かな
指導教員や先輩たちが、その経験と知恵を惜しみなく伝授・サポー

トします。ASAFASと協力関係にある現地の研究機関のスタッフや研究
者たちも心強い存在です。なによりだいじなのは、「なにを知りたいのか」
というあなたの問題意識、そして強い意志と好奇心です。現地の人や文化
などに馴染み、経験を積めば成果は眼前です。

A

将来は海外のNGOで働くのが夢ですが、
語学に自信がありません。Q

ASAFASには、タイ語、インドネシア語、ヒンディー
語、ネパール語、アラビア語、スワヒリ語、アムハラ
語など、多様な語学科目があります。調査をしなが

ら現地の語学学校に通う「臨地語学研修」のしくみも充実
しています。「習うより慣れろ」というように、現地の人た
ちとともに暮らすなかで、「話を聞きたい、知りたい、気持
ちを伝えたい」という欲求が、語学力を引き上げます。

A

渡航費や現地での活動費、
研究資金などは
どう確保するのですか。

Q

研究科内のサポートとしては、院
生のフィールドワークや学会発
表、共同研究を支援する、附属次

世代型アジア・アフリカ教育研究センタ
ー（COSER）のエクスプローラープログ
ラムがあります（16ページ参照）。そのほ
か、日本学術振興会の特別研究員制度
や、民間企業・団体などの支援制度を活
用する方法もあります。ふさわしい制
度の選択方法や申請手続きなどは、教
員が伴走しながらこまやかにサポート
します。個人の負担は極力抑えますの
で、安心してください。

A

研究テーマを途中で
変えることはできますか。Q

研究テーマに対して、時間をか
け、試行錯誤しながらも柔軟に取
り組めるという点が、5年一貫制

の良いところです。現地に行って初め
て気づくこともあります。調査地の社
会情勢によって思うように調査が進ま
ないこともあります。計画の立て直し
が必要なこともあるでしょう。ゆきづ
まったときは、いちど立ち止まって研究
手法を見直したり、指導教員群とじっ
くり相談したうえで、テーマ変更を検討
することをお勧めします。先輩たちも
アドバイスを授けてくれるはずです。

A

研究テーマや指導教員は、
入試前に決めておくほうが
よいのでしょうか。

Q

入学直後に指導教員を選択する
必要があるので、あらかじめ決め
て お くほ う が 望 まし い で す。

ASAFASでは、院生も一人の研究者とし
ての自覚を求めます。なにを実現したい
のか、どんな研究者になりたいのか、
ASAFASでどんな５年間をすごしたいの
か、能動的にビジョンを描いてほしいと
願っています。よって、入学前から、興味
のあるテーマに関連する先行研究を学ぶ
だけでなく、研究者を訪ねてみることを
お勧めします。オープンキャンパスの個
人面談の機会もぜひ活用してください。

A

院生になったら、
どんな一日をすごすのですか？Q

ASAFASには院生室があり、１年次
から専用デスクが与えられます。１
年次は講義を集中的に受けること

が多く、講義ごとに教室を移動しますが、
授業の合間には院生室で自習できます。
２年次以降は、フィールドワークに出か
ける院生が増えます。久しぶりに帰国した仲間たちと顔を合わせ
る機会が多いのも、この院生室です。仲間たちから現地の最新情
報を仕入れたり、成功例や失敗談を共有しながら、フィールドワ
ーカーとしてのスキルを磨きます。

A

幼い子どもがいます。
子どもを連れて大学に通ってもよいものでしょうか。Q

ASAFASの百万遍キャンパス（京都大学総合研究2号館）に
は、空気清浄器などを備えつけた「子育て交流室」がありま

す。子連れで出勤した研究者・事務職員が子ど
もを遊ばせたり、授・搾乳したりもできます。年
齢層にあわせたおもちゃ等も備えていますよ。
子ども同士、親同士が同じ空間・時間を共有す
ることで交流が生まれ、子育ての情報交換、悩
み相談ができる場になればと願っています。川
端キャンパス（稲盛財団記念館）には、おむつ交
換のできるトイレや授乳室があります。

A

東南アジア地域研究専攻／アフリカ地域研究専攻／グローバル地域研究専攻
2025年９月10日（水）・11日（木）第１回試験

アフリカ地域研究専攻のみ
2026年２月３日（火）・４日（水）第２回試験

出願から入学まで

３年次の学年に欠員がある場合にのみ募集します。大学院の博士前期課程（修士課程）を修
了、または修了見込みの者で、本研究科の博士予備論文と同等またはそれ以上の研究能力を
有する方が対象です。修士論文の審査および口頭試問によって、編入の可否を判定します。

３年次編入

ASAFASの学生に求める資質は次の５つ。

❶総合的な基礎学力と国際的視野
❷アジア・アフリカ地域の自然・社会に対する強い知的関心
❸フィールドワークに必要な柔軟な思考と言語運用能力
❹問題発見・解決の能力と論理的思考力
❺研究者・実務者に必要なコミュニケーション能力と倫理性、責任感

社会人経歴やアジア・アフリカ地域でのボランティア経験のある方、外国人
留学生も積極的に受け入れます。多様なバックグランドをもつ学生間の交
流が豊かな人間性を育み、研究視角を広げるからです。
専門分野の基礎知識や、アジア・アフリカ地域の自然や社会の特質に対する
理解力、先行研究の読解や研究成果の発表、国際的な共同研究の遂行に必要
な英語の能力も必須。こうした基礎学力を確認するために、大学院入学試験
では、1次試験（筆答）、2次試験（口述）を実施し、総合的に合否を判断します。

ASAFASの望む学生像
Admission policy

4月

8月

9月

9月

4月

未来の仲間を待っています

在学生の男女比率
（2024年5月1日現在）

154人
男性
62人

女性
92人

専攻別入学者
出身大学（学部）一覧

（2016−2018年度）



制作協力●京都通信社　デザイン●中曽根デザイン

ASAFASのあゆみと実績

2023「環インド洋地域研究センター（KINDOWS)」を設置

2021 ◆「アジア・アフリカ地域における未来空調コンセプトの創出及び事業性を考慮した普及ロードマップの策定を目指した
共同研究」（ダイキン工業株式会社と共同、2021/4~）

2020 ◆「アフリカにおけるSDGsに向けた高度イノベーション人材育成のための国際連携教育プログラム」（2020/12～2025/3）

2016
「附属次世代型アジア･アフリカ教育研究センター」を設置
「ケナン・リファーイー・スーフィズム研究センター」を設立
◆「アジア・アフリカ地域対応の高度グローバル人材育成事業」（2016/4～2022/3）

2015 ◆「グローバル化にともなうアフリカ地域研究パラダイム再編のためのネットワーク形成」（2015/4～2018/3）

2014 京都大学ASEAN拠点の開所
これまでに蓄積してきた研究・教育活動を還元し、ASEAN諸国の大学・研究機関とともに地域の発展に資する活動を目的に設置。

2013 ◆「変貌するアジア・アフリカで活躍するグローバル人材の育成――国際臨地教育プログラムの開発と実践」（2013/4～2016/3） 

2012 ◆「アジア・アフリカの持続型生存基盤研究のためのグローバル研究プラットフォーム構築」
    （東南アジア研究所と共同、2012/10～2015/3）
◆「卓越した大学院拠点形成支援補助金」（2012/4～2014/3）

2011 ◆「グローバル生存学大学院連携プログラム」（防災研究所と共同、2011/12～）

2010 ◆「アジア・アフリカ地域を理解するためのトライアンギュレーション・プロジェクト」開始（2010/10～2013/3）

2009 グローバル地域研究専攻が加わり、現在の３専攻の体制が整う

2008 ◆「研究と実務を架橋するフィールドスクール」（2008/11～2011/3）

2007 ◆「地域研究のためのフィールド活用型現地語教育」（2007/11～2012/10）
◆「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」（東南アジア研究所と共同、2007/10～2012/3）

2006「イスラーム地域研究センター（KIAS)」を設置
◆「『魅力ある大学院教育』イニシアティブ」（2006/10～2008年３月）

2003 オンライン・マガジン「アジア・アフリカ地域研究情報マガジン」創刊（10月）

2002 ◆「世界を先導する総合的地域研究拠点の形成プロジェクト」
   （東南アジア研究センターと共同、2002/10～2007/3）

2001 一般学術誌『アジア・アフリカ地域研究』創刊
1998 ◆「アジア・アフリカにおける地域編成」（東南アジア研究センターと共同、1998/4～2002/3）

アジア・アフリカ地域研究研究科の設置
＊発足時は、東南アジア地域研究専攻、アフリカ地域研究専攻でスタート

1996 人間・環境学研究科に「アフリカ地域研究専攻」を設置
「アフリカ地域研究センター」を「アフリカ地域研究資料センター」に転換（学内措置）

1994 京都大学将来構想検討委員会に「アジア・アフリカ地域研究研究科構想 専門委員会」を設置（2月）

1993 京都大学大学院人間・環境学研究科の文化・地域環境学専攻内に東南アジア地域研究講座、
アフリカ地域研究講座を設置

1986 「アフリカ地域研究センター」設立

1965 「東南アジア研究センター」設置（官制）

1963 「東南アジア研究センター」設置（学内措置、1月）

◆：外部資金による大型研究プロジェクトの始動

京都大学大学院　アジア・アフリカ地域研究研究科
アクセス
百万遍キャンパス
東南アジア地域研究専攻／グローバル地域研究専攻
川端キャンパス
アフリカ地域研究専攻

京都大学 地域研究事務部 教務掛
〒606-8501　京都市左京区吉田下阿達町46
TEL：075-753-7374（直通）　FAX：075-753-7350
URL: https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp
e-mail: comm@asafas.kyoto-u.ac.jp

問合せ先

共有水栓で水汲みをする人 （々ザンビア）

シャイフ・ルトゥフッラー・モスク（イラン）

「火災後の土地を森林に戻そう」シンポジウム
（インドネシア）




